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第１章 序論

第１節 背景

筆者はプロテニスプレーヤー杉山愛のコーチ、ディレクター、そして母とし

て関わった経験を持つ。この 3 つの役割を兼業することは日本では珍しいかも

知れないが、世界で活躍するテニスプレーヤーの中には、こうした関係を持つ

親子も珍しくない。例えば、アメリカのビーナス・ウィリアムズ、セリーナ・

ウィリアムズ姉妹、ロシアのエレナ・デメンティエバ、デンマークのキャロラ

イン・ボスニアッキ、そしてポーランドのアグニエシュカ・ラドワンスカなど

はいずれも世界ランキングトップ10以内を経験したトップテニスプレーヤーで

あり、選手とコーチの関係にしても、親子の関係にしても、互いを尊敬し合う

非常に良好な関係であると言うことができるだろう。
しかし一方で、世界で活躍する外国人選手の中にも、親やコーチから練習を強要され

て本来のポテンシャルを十分に発揮できずに引退していった選手もいる。

スイスのマルチナ・ヒンギスは、「このままママがコーチを続けていけば、私たちの

親子関係まで上手くいかなくなるので、ママがコーチを辞めることにしました」という

コメントを発表し、引退と復帰を繰り返した選手である。

オーストラリアのエレナ・ドキッチも同様に引退と復帰を繰り返し、さらに、常に父

親から虐待に近い言動をされ、お金を稼ぐことを強要され、また国籍を変えさせられた

選手である。現在も現役選手としてプレーしているものの、一時は世界ランキング 4

位まで上り詰めた選手とは思えないほど、プレーに精彩を欠いていることは事実だ。

また、アメリカのジェニファー・カプリアティも引退と復帰を繰り返し、バーンアウ

ト症候群を発症してから早い引退を余儀なくされている。

こうした問題は、選手達を救うため国際組織の WTA（Women tennis association）

が次々とルールを改正するほど世界のテニス界では問題視されている。例えば、13 歳

以下はツアーでプレーできないことや 18 歳以下の選手は各年齢によって参加できるト

ーナメントの数が限られることなど、ツアーを回り始める年齢に制限を設けた。また特

筆すべきことは、選手のロッカールームに母親はもちろん、コーチやトレーナーも入る

ことが許されなくなったことである。新人選手には「ルーキーアワー」と呼ばれる新人

研修を受けることを義務化し、メディアに対する対処の仕方、親やコーチへの接し方が

教育されるようになった。さらに、先輩選手がメンターとして割り当てられ、ツアーの

ルールなどを指導してくれたり、親やコーチへの不満も先輩選手が相談に乗ってくれた

りするため、万が一、虐待を受けていた場合にも多いに役に立つシステムが作りだされ

ている。

一方、杉山愛は 2009 年 10 月に 17 年間の現役生活に終止符を打つまで、「テニスの

練習も試合も楽しく、そして自分の試合を観てくれる人に元気や勇気を与えることがで

きれば最高である」をモットーにテニス人生を歩んできた。その間には、調子が良い時

期もあれば悪い時期もあり、2000 年には、本人から「テニスが楽しくないし、もうラ

ケットを握ることはできない、辞めたい。」という言葉が出るほどのスランプに陥った

こともあったが、2003 年には念願であった世界ランキングトップ 10 入りを果たすこと

ができた。こうした成功を収めることができたのも、彼女が「テニスは“自分探し＆自

分磨き”のツールである」と捉え、自ら進化＆成長し続けることに拘ってきたためであ

ろう。
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杉山愛の現役引退後、筆者はもう一度トップテニスプレーヤーを育てたいとの想いか

らジュニア育成現場に戻った。しかし、筆者はそこで数組の親子から相談を受けて衝撃

を受けた。ジュニア本人はテニスが大好きなはずなのに、コーチが厳しく指導し過ぎる

ためにコートに立つことができなくなり、食欲がなくなり体重が落ちるなどの健康面へ

の影響も出ていたというものであった。具体的にこの厳しい指導とは、言葉による罵倒、

長時間の練習など選手を痛めつけることに他ならないものだった。この時、「杉山愛も

ジュニア期にこのような厳しいトレーニングを積んできたのか」、また「こうしたトレ

ーニングを積まなければ世界で活躍できる選手になれないのか」という質問を受けた。

この質問を受けて筆者は、相談者が疑問を持ったように、杉山愛のようなトップアス

リートは幼少期から過酷なトレーニングを積み、テニスのみを集中して練習し、またテ

ニスを始めた理由も当初からプロテニスプレーヤーになることを目指していたためだ

ろうと、世間一般には認識されているのではないかという危惧を抱いた。

しかし、現実は決してそうではない。幼少期は、テニスをしながらも沢山遊び、テニ

ス以外のスポーツやスポーツ以外の習い事を行っていた。テニス以外にもスイミング、

クラシックバレエ、フィギュアスケート、体操をしており、特にスイミングは生後 10

ヶ月時から実施していた。また、スポーツ以外にも週 1 回ピアノと絵画を習っていた。

こうしたテニス以外のスポーツやスポーツ以外の習い事は、親である筆者が彼女に勧め

たものであるが、何よりも子どもの意志を尊重して行ったものである。当時のことを振

り返れば、こうした他のスポーツや習い事をした経験は有意義であったと今も考えてい

る。

テニスを始めたきっかけは、プロテニスプレーヤーになることではなく、テニスを通

じて親子の会話が増え、家族のコミュニケーションが円滑になることであった。こうし

た理由がテニスを始めたきっかけであったため、世界で活躍することや世界ランキング

1 位など想像もしなかった。

その後、7 歳でテニスに専念した後は、毎回 3 時間の練習を週 6 日間やり、試合初出

場から約 1 年後には初優勝を果たしている。筆者は非常に近くで杉山愛と接していたが、

テニスに関して口うるさく言った記憶は全くない。常に彼女の意思を尊重にし、叱った

経験もごくわずかだ。筆者はコーチ、ディレクター、そして母として杉山愛に一人の人

間として接し、「テニスは楽しく、すること全てを楽しむ」ことや「自主性を重んじ、

強要はしない」ことを教えてきたつもりである。

一方、筆者の周りでは、子どもをスポーツ選手に育てたいがために、病気以外では休

みを取らずに過剰な練習時間を強いている親や、練習場に来て成績が芳しくない子ども

を殴る親、また練習から帰った子どもに対して深夜まで説教をする親などを数多く見聞

きしていることも確かである。

こうした状況の中、現在スポーツ選手育成現場では、選手とコーチ、選手と親の関係

性について少なからず問題があるのではないかという認識を持ち、これらの関係に非常

に違和感を覚えている。
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第２節 先行研究

スポーツ選手の幼児期における教育に焦点を当てた研究は、海外でも数多く行なわれ

ている。特に、若年アスリートのオーバートレーニングによる身体的・精神的な悪影響

や、過度な競争状態にさらされることによる悪影響に関する研究が多くなされている。

Tofler ら（1996）は、幼児期におけるオーバートレーニングは、選手のパフォーマ

ンス低下、免疫力の低下やうつ病を引き起こす可能性があり、また恒常的に疲労を蓄積

しやすくなると述べ、このオーバートレーニングは、トレーニング量やトレーニング強

度の急激な増加による過度なストレスによって引き起こされると述べている。

また、Brenner（2007）は幼児期や青年期に選手を過剰にプレーさせることは、彼ら

のケガを引き起こす大きな要因であると述べ、勝利にかける親のプレッシャーが、子ど

ものオーバートレーニングを引き起こす一つの重要な要素であると指摘している。

さらに Brenner は、若年時のスポーツ参加の最大の目的は、長期的な健康や余暇活

動の促進、またその後の人生において有効な健全な競争意識の育成であると述べている。

その中で、親は、トレーニングや他者との競争状態から、子どもがどれほど多くのプ

レッシャーを与えられているかを認識する必要があり、特に、子どもが有望な若年スポ

ーツ選手の場合は、身体的・精神的に大きな影響を与える過度なトレーニングを特に避

けなければいけないとしているが、実際には親やコーチはこうした認識を有していない

ことが多いと指摘している。また、楽しさを増進すること、スポーツの技術を習得し向

上させること、そしてそれぞれの選手の成功に焦点を当てた教育が必要であるとしてい

る。また、Brenner は医学的な見地から以下の 9 つのガイドラインを示している。

1. 身体的・心理的に回復するため、週に 1～2 日は競技やトレーニングから離れる休

息日を設けることを推奨する。

2. 1 週間あたりのトレーニング時間、反復練習の回数などの増加は、最高でも 10％に

留めることをアドバイスする。（例）ある週に 20 マイル走ったら、次週に伸ばす走

行距離は 2 マイル以内とする）

3. 年に 2～3 ヶ月は競技から離れることを推奨する。

4. スポーツを実施する際は、楽しみ、技術の向上、安全、そしてスポーツマンシップ

を心掛けることを強調する。

5. アスリートは 1 シーズンに 1 つのチームに所属することを推奨し、もし選抜チーム

などに選ばれた場合は上記の項目の時間に組み込まれるべきである。

6. もし、アスリートが非特異性筋肉や関節に問題や疲労があると不満を言ったり、パ

フォーマンスにも問題があるとしたら、これはバーンアウトの可能性があると考え

る。また、これはモチベーションにも関係している。

7. 選手たちにオーバートレーニングやバーンアウト症候群などを教育する医学的な

諮問委員会の設置を推進するべきである。

8. 選手、親、コーチに対して、栄養、安全性、パフォーマンスの向上や健康促進のた

めの教育機会を提供することを促進すること。

9. 短期間に多くの試合に出場する選手を持つ親に対して、特に警告を発する必要があ

る。

日本においても、佐々木（2009）は子どもの習い事ブームを背景として、子どもの

習い事に対する父親の関わりが、子どもの習い事に与える影響を分析した。その結果、

佐々木は、子どもの習い事に関連した父親の行動が多くなると、子どもの習い事に対す
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る意識も高まることを明らかにした。また武田ら（2003）は、親や指導者などの大人

が、子どもに対して過剰な期待を寄せ、子どもを管理していることに対して疑問を呈し

ている。

さらに、永井（2004）はその著書において、「少年期にはどのようなスポーツ環境が

必要か、などという根源的なことを見つめる姿勢はどこへやら」と述べ、「少年期にス

ポーツをどのように与えるべきか、という大切な命題をすっかり忘れてしまっている監

督・コーチ、そして親が多いのです。その結果、私から見れば、スポーツに深く関わる

ことが成長発達に好ましい影響を与えるどころか、かえってスポーツをすることが少年

の人格を歪めてしまうのではと心配される現象も増えています。」と、誤ったスポーツ

指導における危険性を指摘している。これは、指導者や親の子どもへの間違った接し方

が、子どもの人格形成において悪影響を及ぼすことへの警鐘を鳴らすものである。

また、永井（2004）は特に、子どもをスポーツスターにしようと必死になっている

親を「ピッチペアレンツ」と名づけ、子どものスポーツ活動に入り込み、ときに子ども

のふがいない動きに失望して「どうしてできないんだ」などと怒鳴る親がいることなど

を問題視している。そして、こうした教育について、「子供にとって、こんなに負担に

なることはありません。（中略）やがて怒られていることが嫌で、スポーツへの興味を

失ってしまうかもしれません。」と述べ、指導者や親の子どもに対する過剰な期待と練

習が、子どもにとって大きな負担になるだろうと述べている。

このように Tofler や Brenner による一般的なオーバートレーニングの危険性や、永

井による親の過剰なスポーツ教育に警鐘を鳴らす研究はあるものの、トップアスリート

の具体的なケースに基づき、親子のあり方に言及した研究はない。さらに、トップアス

リートの親自身が研究したものもない。
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第３節 目的

上記の危機意識から本稿の目的は、トップアスリートになるためには、親やコーチに

よる若年スポーツ選手への過剰なスポーツ教育が必要であるという認識に対する一考

察を試みることである。
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第２章 研究手法

第１節 現ジュニア選手からの相談事例

上記の目的を達するため、第一に、筆者が育成現場で実際に受けた 2 名の相談内容

の事例研究を行う。

第２節 トップアスリートの親への調査

第二に、現在国内や海外で活躍しているトップアスリートの親に対し、その子ども時

代の教育環境に関するインタビュー調査及びアンケート調査を行う。

本稿では、宮里藍、錦織圭、石川遼の 3 名の親に対して調査を行う。

第１項 宮里藍

宮里藍は、2003 年に史上初の高校生プロゴルファーとしてデビューし、2005 年の日

本女子オープンゴルフ選手権競技において公式戦初優勝を達成している。さらにこの優

勝によって史上最年少（20 歳 3 か月）でツアー通算 10 勝を果たし、並びに同大会史上

最年少優勝も獲得した。2006 年度からは活動拠点をロサンゼルスに移してアメリカツ

アーに本格参戦し、2010 年 6 月 12 日付けの世界ランキングでは日本人初となる第 1

位になるなど、日本を代表する女子プロゴルファーである。

インタビュー調査及びアンケート調査の概要は以下の通りである。

対象：宮里豊子（母）

日時：2010 年 6 月 9 日

場所：沖縄県

第２項 錦織圭

錦織圭は、2007 年に 17 歳でプロに転向した後、翌年のデルレイビーチ国際選手権で

ツアー初優勝し、同年 8 月に行われた全米オープンテニスでは、日本人男子シングルス

として 71 年ぶりにベスト 16 に進出するなど、日本を代表するトップアスリートの一

人であると言える。

インタビュー調査及びアンケート調査の概要は以下の通りである。

対象：錦織清志（父）、錦織絵里（母）

日時：2010 年 6 月 30 日

場所：ウィンブルドン

第３項 石川遼
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石川遼は、2008 年 1 月 10 日に 16 歳 3 ヵ月 24 日の史上最年少の JGTO ツアープロ

となった日本のゴルファーである。アマチュア時代には、2007 年のマンシングウェア

オープン KSB カップで、日本のプロゴルフ大会における史上最年少優勝を達成してい

る。また、2009 年には、年間獲得賞金額が 1 億 8352 万 4051 円で賞金王となって最年

少賞金王記録を更新し、同年の日本ゴルフツアー機構（JGTO）主催の「2009 年度ジ

ャパンゴルフツアー表彰式」では、史上初の 9 冠（賞金王、最優秀選手賞、Unisys ポ

イントランキング賞、平均ストローク賞、平均パット賞、バーディ率賞、ゴルフ記者賞、

MIP 賞、特別賞）に輝くなど、日本を代表するプロゴルファーである。

インタビュー調査及びアンケート調査の概要は以下の通りである。

対象：石川由起子（母）

日時：2010 年 11 月 1 日

場所：横浜カントリークラブ



11

第３章 現ジュニア選手の事例研究

第１節 ジュニア選手 A の事例

2008 年 12 月末、筆者のテニスアカデミー生徒の紹介で来社。女性。現在高校 2 年

生（2010 年 12 月時点）

身長 164 ㎝、体重 46kg、細身の体型。

ジュニア選手 A からの相談内容は以下の通りである。

2006 年 4 月、彼女が中学一年生のとき、家族が住む群馬県より父親の単身赴任をき

っかけに、母親と一緒に山梨県に移住し、テニスアカデミーと学校がリンクしたスパル

タ教育で有名な環境へと生活を移した。

移動後 6 ヶ月を過ぎた頃より、毎日のテニスが何故か憂鬱になり出した。練習は学校

が終わった 16 時から 22 時まで行い、怪我や病気をしない限り、休日は無い。週末に

は必ず試合に参加する。練習の間、コーチからは褒める言葉は一つもなく、「何やって

るんだ」、「それだから上手くならないんだ」など、次から次へと罵声が飛んでいた。

2007 年 7 月頃より食欲が無くなる。体重は当該テニスアカデミー移動前と比べて 6

㎏程減少する。

それでも毎日の練習には参加していたが、惰性での参加であった。テニスの戦績も、

それまでは全国レベルで戦っていたが、このアカデミーに移動して以来、一度も全国レ

ベルに出場しなくなった。

テニスも上手くならず、コーチと話をすることも無くなった彼女は、2008 年 4 月、

近所の病院を訪れたところ心療内科の診察を薦められる。そこでは、強度の疲労と何か

に怯える精神的苦痛から、うつ病と診断された。

この時、筆者は最初の電話相談を受け、「先ずはゆっくり休んで、テニスも休んだ方

がいい」と忠告すると、今度は「テニスを休むことが怖い」と言い出した。これは、そ

れまで 5 歳からテニスを休みなく行なっており、休むこと自体が怖いと感じているため

だった。

それでは精神的にも良くないと感じた筆者は、週末だけ弊社に練習に来るように薦め

た。すると、このジュニア選手 A は弊社に練習に来るたびに次第に明るくなり、食欲

も出て、体重も回復していった。彼女の声も明るさを取り戻したと言えるだろう。

その後、筆者は彼女がかつて在籍していたテニスアカデミーの校長と、ジュニア選手

A がそのアカデミーを辞めることを承知してほしいという旨の交渉をした。また、彼女

は当時中学 3 年生であり、そのテニスアカデミーとリンクした中高一貫校に通って高校

受験の準備もしていなかったため、筆者は神奈川県のある高校教諭と相談し、ジュニア

選手 A が移動して来ることができるようにし、無事に移住して弊社のテニスアカデミ

ーで練習を開始した。

その後、ジュニア選手 A は夏の全国高等学校総合体育大会（インターハイ）でテニ

ス・ダブルスの部優勝を果たした。この時、偶然、インターハイ会場で元テニスアカデ

ミーのコーチと出会い、「うちで練習していたことが、やっと芽が出たな」と言う言葉

をかけられていた。
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第２節 ジュニア選手 B の事例

2009 年 10 月、選手 B の両親が相談のため筆者のもとへ来社。女性。現在高校 1 年

生（2010 年 12 月時点）

ジュニア選手 B からの相談内容は以下の通りである。

ジュニア選手 B は元アカデミーで優秀な選手のため優遇を受け、そのアカデミーの

校長から直々にレッスンを受けていた。しかし、校長からのアドバイスは理解し難いも

のがあり、質問すると「解るでしょ、そんなこと聞かないで」と言われ続けた。次第に

その校長コーチと何も話せなくなり、またレッスンがつまらなくなって行きたくない程

になった。そして、食欲が落ち、体重も落ちてきたので、このジュニア選手 B の親は、

どうにか回復させたいとの想いから、筆者のもとに相談に来た。選手が直接会いに来な

い理由は、もし弊社のアカデミーに相談に来たことが知れたら、大きな騒ぎになるとい

うことを恐れたためであった。両親から相談を受けた筆者は、弊社ではなく、そこから

1 時間程離れた場所で選手に会い、現在の様子と彼女の心境などについて話を聞いた。

その内容としては、彼女は校長のレッスンがどうしても受けることができない精神状

態に陥ったため、レギュラーのレッスンを受けることにしたが、元アカデミーでは「校

長レッスンを断った人は、どうなろうがこちらの知るところではない」と他コーチらか

らも批判を受け、ついにレッスンに行けなくなったというものであった。

その面談後、彼女は弊社のアカデミーに移動を決意した。移動後は毎日の練習も明る

く参加し、現在はプロテニスプレーヤーを目指して毎日練習に励んでいる。



13

第４章 トップアスリートの親への結果

第１節 宮里藍

本節では、女子プロゴルファーである宮里藍の母親（宮里豊子）に対するインタビュ

ー調査及びアンケート調査の結果を示した。

・よく遊んでいたか？

‐かなり遊んでいた。

・何時頃によく遊んでいたか？

‐8 時半～17 時

・毎日どれくらい遊んでいたか？

‐8 時間半

・どこで遊んでいたか？

‐保育園

・誰と遊んでいたか？

‐保育園の友達

・どのくらいの人数で遊んでいたか？

‐たくさん

・ゴルフを始めたのは何歳か？

‐「彼女は、4 歳からですね。」

・「それはお兄ちゃん達がやっているので、私もという感じで？」

‐「そうなんです。最初は 3 歳からピアノを習い始めました。」

・ゴルフに専念するまで、誰とゴルフをしていたか？

‐「私もアマチュアで少しやっていたものですから、主人も含めて毎週末、家族一緒に

1000 円で打ち放題という練習場に行くわけです。小学校を卒業するまでくらいは一緒

に行っていたんですが、だんだん足手まといになりまして。今は 1 年に 1 回クラブを握

るか握らないかですね。週末になると男子のトーナメントがあるから応援に行ったり、

藍が帰ってきたら国内の選手と旅行に行ったり、それでいっぱいで、とても自分のゴル

フというのは…。」

・ゴルフに専念するまで、ゴルフを週にどのくらい行っていたか？また、それは何曜日

か？

‐1 日。日曜日。

・ゴルフに専念するまで、ゴルフを 1 日どのくらい行っていたか？

‐練習場で 2 時間。
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・初めて試合に出場したのはいつか？

‐8 歳（小学 2 年生）

・初めて優勝したのはいつか？

‐11 歳（小学 5 年生）

・ゴルフに専念すると決めたのはいつか？

‐「同じようにピアノをやったり、書道教室に行ったり、あれこれやったんですけれど

も、最終的には 5 年生の後半にはゴルフに行きました。小学校 6 年の時には世界ジュニ

アに行っていました。」

・ゴルフに専念してから、週にどれくらいゴルフを行っていたか？

‐「週末になると主人が練習場に連れて行って、1 週間に 1 回練習していました。小学

校の間はそういう感じでやってきました。しかし、中学校になるとそうはいかなくなり、

やっぱりちゃんとしたトレーニングだったり、練習だったりなので。その頃から高校進

学のために塾にも通わなくてはいけなかったので。」

・ゴルフに専念してから、1 日にどれくらい行っていたか？

‐「1 時間でも練習場に行きたいと、11 時の閉店まで 1 時間はボールを打って、それ

から帰ってきていました。」

・専門種目以外のスポーツも行っていたか？また、それはどのようなスポーツか？

‐「そうですね。野球とバスケットボールをやっていました。最初は野球もあったんで

が、人数が 9 人揃わないんですよ。小学校までは少年野球があって、中学校に入ったら

もうバスケットボールしかなかったんですよ。男女とも吹奏楽部とバスケットボールだ

けです。本人たちはバスケットボールを毎週楽しくやっていました。8 月は陸上のシー

ズンで、みんな陸上競技をやるんです短距離に出たり、リレーに出たり。藍なんかもそ

ういう形 200ｍのリレーなどでよくやっていましたね。とにかく本当に人数が少ないの

で、すべてやらないと学校自体でそういうことにチャンスがなかったんですよね。」

・それはいつごろから始めたか？

‐小学 4 年生

・いつまで行っていたか？

‐小学 6 年生

・そのスポーツ実績はあるか？

‐地区大会 3 位

・運動以外の習い事も行っていたか？（音楽や芸術など）また、それは何か？

‐「当時は『大きくなったらピアノの先生になる』って言っていましたね。お兄ちゃん

達はゴルフをやっていましたが、藍は女の子なので、ピアノを弾きながら、音楽の聞こ

えてくる、なごやかな家庭が築けたらというくらいで。女の子はお嫁に行ってもピアノ

の先生になれるので。だから『ピアノを一生懸命にやって、そっちの方に進んだら』、

なんて言っていましたね。ピアノは小学校 5 年生までやっていたんですよ。」
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・習い事で表彰されたことがあるか？

‐いいえ

・習い事はどれくらい続けていたか？

‐6 年間

・習い事（スポーツも含む）は週何回行っていたか？

‐1 回

・子どもに習い事を積極的にさせるべきか？

‐どちらとも言えない

・子どもの習い事について、子どもの意志が大事か？

‐少しそう思う。

・子どもに習い事をさせる上で、親の意志と子どもの意志はどちらが大事か？

‐子どもの意志

・なぜそう思うか？

‐無理強いはしない。本人の気持ちを大事にする。

・習い事はどうして始めたのか？

‐近所の友だちの影響

・本人は、習い事は好きだったか？

‐かなりそう思う。

・習い事をしていて良かったと思うか？

‐かなりそう思う。

・小さい頃から習い事をするべきだと思うか？

‐少しそう思う。

・子どもにゴルフをやらせた目的は何か？また子どもが成功すると思っていたか？

－「最初からゴルフをさせようとしていたわけではありませんでした。主人が教育委員

会で勤めており、非行があったり、親子の会話がないなどさまざまな家庭環境を見てい

て、なにかを通じで教育できるものがあったらいいなと思っていたんですね。それがた

またまゴルフだったんです。」（中略）「本当にゴルフを通じて、いまは共通の話題がで

きて、いつでもそれに対して自分の思っていることを「自分はこうしたい」と対等に話

し合える、いい形で会話が出来ているんですよね。」

・子どもに才能があると思ったのはいつか？

‐中学 2 年生

・子どものゴルフの関わり方について、口うるさく言わなかった？

‐ややそう思う
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・子どもが決めたことに対して全力でサポートしていたか？

‐「やらなきゃいけないっていう気持ちがあるんですね。疲れたとか言ってられないん

ですよね。仕事が 17 時 15 分に終わって、急いで帰らなくちゃと。おばあちゃんもち

ょうど 92 歳まで元気で、ずっとクリスチャンで穏やかな人だったので、『ただいま』と

いうと『おかえり』という言葉が返ってくると子どもたちは安心するんですよね。小学

校までは共働きでみんな鍵っこだったので、職員住宅で、おやつを準備しているから知

らない人が来ても開けちゃだめよっという感じで。高学年になると、帰る時間も同じく

らいになるのですが、低学年の頃は心配で。お昼時間に急いで帰って、お弁当を準備し

ていました。」

（中略）

「主人もお互い公務員だったのがですが、聖志が中学 3 年生の時に、藍が 6 歳の時に、

市町村の教育委員会を辞めて、村長選挙に立候補したんです。みんなからも出てくれと

いわれて。結局接戦で負けちゃったんですが、1000 人ちょっとしかいない村なので、

選挙の結果というのがすごく大きいんですね。だから結局、退職したけれども職に就こ

うとしたら、仕事が無くって、本当に苦しい思いで、収入が得られない状態になったん

です。そのときに、主人はもともと指導するのが好きな人だったので、資格を取って、

ティーチングプロを目指したんですが、それまでの 4 年のブランクの間は、私 1 人の給

料でなんとかやっていかなきゃいけませんでした。ボーナスは手をつけずにそのままお

いて、7 月や 8 月にある子ども達のジュニアの大会の遠征費にあてていました。」

（中略）

「今までが共働きでうちを留守にする、3 年したら転勤があるので残業があったり、一

旦かえって夕飯を作って、また仕事に行ったり。結構そういうこともあったんですよ。

お年よりも抱えているから、もう少し融通が…。こう言ってはあれなんですけれども、

会計事務でも 6 時には帰れるようにと上司に相談して、変えてもらったりとか。そうい

うこともありました。」

（中略）

「本当にもう、がむしゃらというか、やらなければ生活ができないし。あの子達も試合

にも出さなきゃいけないし。そのときは何とかしなくちゃという思いですよね。だから、

苦しいとかということもなかったですね。いま考えてみたらよくがんばったなって思い

ますけどね。」

・子どもは他の子どもと比べて負けず嫌いだったか？

‐大変そう思う。

・子どもは外の子に比べて集中力があったか？

‐ややそう思う。

その点に関して、エピソードがあれば教えてください。

‐「練習も藍だけは全然手を抜かないんです。すべてに対して、勉強もするし、練習も

手を抜かない。『勇作兄ちゃんみたいになりたいって』。でも勇作はどっちかというと、

『明日もあるから大丈夫』という、温厚な部分があり、だから逆に藍がすごく頑張るの

で可愛がるんですよね。そして藍もそこからいろんなものを吸収していきましたね。」

・子どもは他のこと比べてリーダーシップがあったか？

－「そうなんです。小さい時から、沖縄の方言で『しきらー』と呼ばれてまして、要す
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るに「しきり屋さん」という意味なですが、いつもクラスやチームのまとめ役をやって

いて、よく『しきらー」と呼ばれていましたね。」

・その点に関して、エピソードがあれば教えてください。

‐「保育園の年長の頃、年下の子の面倒をよく観ていました。2 人の知恵遅れの子がい

て、いつも 2 人の手をつないで行動していましたね。いじわるする子がいれば、注意し

たり、グループのまとめ役をよくやったりしていました。
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第２節 錦織圭

本節では、プロテニスプレーヤーである錦織圭の親に対するインタビュー調査及びア

ンケート調査の結果を示した。

・よく遊んでいたか？

‐かなり遊んでいた。

・何時頃によく遊んでいたか？

‐8～18 時頃、16 時～18 時頃。

・毎日どれくらい遊んでいたか？

‐3 時間

・どこで遊んでいたか？

‐公園や家、幼稚園

・誰と遊んでいたか？

‐親、姉、近所の友だち

・どのくらいの人数で遊んでいたか？

‐2～5 人

・テニスを始めたのは何歳か？

‐清志「ラケットを振っていたのは3歳ですが、テニスらしくやり出したのは5歳です。」

・誰の影響で始めたか？

‐両親

・テニスに専念するまで、誰とテニスをしていたか？

‐父親、姉、コーチ

・テニスに専念するまで、テニスを週にどのくらい行っていたか？また、それは何曜日

か？

‐4～5 日。火曜日、木曜日、（金曜日）、土曜日、日曜日。

・テニスに専念するまで、テニスを 1 日どのくらい行っていたか？

‐2 時間。

・初めて試合に出場したのはいつか？

‐清志「7 歳ですが、そこそこ勝って、身体も小さかったので負けるんですが、それが

悔しくて、親もですが、圭も泣いていました。このまま生半可にやっていては勝てない

し、苦しいだけなので、負けず嫌いな性格がだんだんテニスに集中していったのでしょ

う。」
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初めて優勝したのはいつか？

‐7 歳

・プロを意識したのはいつか？

‐清志「小学校 2 年生ですね。試合に出ていくと中国大会では負けなしでしたので、い

よいよ才能があるのかな、と思いだした。その頃、全小で優勝することを 6 年生に設定

したんです。」

・テニスに専念してから、週にどれくらいテニスを行っていたか？

‐5 日

・テニスに専念してから、1 日にどれくらい行っていたか？

‐2～3 時間程

・専門種目以外のスポーツも行っていたか？また、それはどのようなスポーツか？

‐清志「サッカーはやってました。」

・それはいつごろから始めたか？

‐3 歳（スイミング）、5 歳（サッカー）、7 歳（野球）

・いつまで行っていたか？

‐清志「4 年生までやってました。」

‐10 歳（スイミング）、12 歳（サッカー）、9 歳（野球）

・運動以外の習い事も行っていたか？（音楽や芸術など）また、それは何か？

‐はい。音楽教室

・習い事で表彰されたことがあるか？

‐いいえ。

・習い事はどれくらい続けていたか？

‐3 年程

・習い事（スポーツも含む）は週何回行っていたか？

‐3 回。音楽教室は週 1 回。

・子どもに習い事を積極的にさせるべきか？

‐かなりそう思う。

・子どもの習い事について、子どもの意志が大事か？

‐かなりそう思う。

・子どもに習い事をさせる上で、親の意志と子どもの意志はどちらが大事か？

‐子どもの意志

・なぜそう思うか？

‐子どもの意志、性格、適性を見極め、考えた上でさせたほうが良いと思う。
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・習い事はどうして始めたのか？

‐親、兄弟の影響

・本人は、習い事は好きだったか？

‐少しそう思う。

・習い事をしていて良かったと思うか？

‐かなりそう思う。

・小さい頃から習い事をするべきだと思うか？

‐かなりそう思う。

・子どもにテニスをやらせた目的は何か？

‐清志「テニスは『家族のきずな』みたいなものでした。当時を思うと、その頃が本当

に子どもにとっても親にとっても凄くたのしかった。」

（中略）

清志「『家族の絆』ですね。みんなで遊び気分でやるテニスは最高でした。」

・子どもが成功するとは思わなかった？

‐清志「いつまでもテニスで遊んでいました。で、僕が大学からやっていたのですが、

そこからプロになるのは無理だけど、今からこんなに上手いんだったら、世界一になれ

るのかもな～、と、一人で妄想していました。勿論、圭にそれを言ったことは一度もあ

りませんが。この頃、圭に才能があるとは思わなかった。でも、思いは成就するとも思

っていました。」

・子どもに才能があると思ったのはいつか？

‐清志「よく覚えていないですね。でも、その頃、バレーボールみたいなことや、遊び

が入っていることをいろいろやっていて、それが、圭にとっても、お姉ちゃんにとって

も、僕にとっても一番たのしかった。そういう遊びの中で育っていったし、今はそれが

いきていると思います。ですから、高校中学から始めたら遅い と思います。そして、

圭はいつも面白そうにやっていたし、真面目にやっていたことはんかったけど、やって

ほしいとも思っていなかったです。面白ければそれでいいと思います。」

・子どものテニスの関わり方について、口うるさく言わなかった？

‐清志「いや、負ける時も結構ありましたが、大きくなる時期が違うので、大丈夫かな、

と思っていました。当時のコーチのことも信頼していたので、そしてそのコーチが才能

を認めてくれていたので勇気づけられました。それに、『絶対にテニス』と思っていな

かったので、サッカーもずっとやていて、サッカーにも友達がいたのですが、親が強制

したのではなく、自分でテニスを選んでいきました。」

（中略）

清志「練習に行こうと親が言ったことはありません。」

・子どもが決めたことに対して全力でサポートしていたか？

‐大変そう思う。
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・子どもは他の子どもと比べて負けず嫌いだったか？

‐大変そう思う。

・その点に関して、エピソードがあれば教えてください。

‐清志「テニスの中国地区大会に始めて出場した小学 2 年の貼る、第一シードの 6 年生

の選手と対戦して敗北、その場でくやしくて大泣きした。」

（中略）

清志「サッカーをやっていても、目の前に大会があると集中して練習していました。兎

も角、負けず嫌いで、勝敗に拘る性格で、勝つまでやりました。」

（中略）

清志「トランプでもどんなゲームでもそうでした。」

（中略）

清志「圭は我慢ならずにちゃぶ台をひっくり返していました。勝つまでやりましたし、

勝って始めて圭は嬉しいんですね。それは、テニスの試合でもいつもそうです、今もそ

れは変わりませんね。」

・子どもは他の子に比べて集中力があったか？

‐ややそう思う。

・その点に関して、エピソードがあれば教えてください。

‐テニス、サッカー、ゲーム等、好きなことには強い集中力を見せていた。

・子どもは他のこと比べてリーダーシップがあったか？

‐あまり思わない。

・その点に関して、エピソードがあれば教えてください。

‐先に立ってやる人がいるときは自分からは行かないが、やらざるを得ないときには仕

方なくやるタイプ。（運動会のチームリーダー等）
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第３節 石川遼

本節では、プロゴルファーである石川遼の親に対するインタビュー調査及びアンケー

ト調査の結果を示した。

・よく遊んでいたか？

‐かなり遊んでいた。

・何時頃によく遊んでいたか？

‐8～12 時、13 時～15 時

・毎日どれくらい遊んでいたか？

‐4～5 時間

・どこで遊んでいたか？

‐公園や家、幼稚園

・誰と遊んでいたか？

‐近所の友だち

・どのくらいの人数で遊んでいたか？

‐4～5 人

・ゴルフを始めたのは何歳か？

‐3 歳頃

・誰の影響で始めたか？

‐両親

・ゴルフに専念するまで、誰とゴルフをしていたか？

‐父親

・ゴルフに専念するまで、ゴルフを週にどのくらい行っていたか？また、それは何曜日

か？

‐1～2 日。土曜日と日曜日。

・ゴルフに専念するまで、ゴルフを 1 日どのくらい行っていたか？

‐1 時間程。

・初めて試合に出場したのはいつか？

‐10 歳

・初めて優勝したのはいつか？

‐11 歳
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・ゴルフに専念すると決めたのはいつか？

‐11 歳

・ゴルフに専念してから、週にどれくらいゴルフを行っていたか？

‐6 日か 7 日。

・ゴルフに専念してから、1 日にどれくらい行っていたか？

‐2～3 時間。

・専門種目以外のスポーツも行っていたか？また、それはどのようなスポーツか？

‐はい。スイミング、サッカー

・それはいつごろから始めたか？

‐6 歳（スイミング）

・いつまで行っていたか？

‐小学 6 年生の最初。

・そのスポーツ実績はあるか？

‐なし

・運動以外の習い事も行っていたか？（音楽や芸術など）

‐いいえ。

・習い事で表彰されたことがあるか？

‐いいえ。

・習い事はどれくらい続けていたか？

‐6 年くらい

・習い事（スポーツも含む）は週何回行っていたか？

‐2 回（スイミング）

・子どもに習い事を積極的にさせるべきか？

‐どちらとも言えない。

・子どもの習い事について、子どもの意志が大事か？

‐かなりそう思う。

・子どもに習い事をさせる上で、親の意志と子どもの意志はどちらが大事か？

‐子どもの意志

・なぜそう思うか？

‐好きで、楽しくなければ続かないから。

・習い事はどうして始めたのか？

‐体を丈夫にして欲しかったから。
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・本人は、習い事は好きだったか？

‐かなりそう思う。

・習い事をしていて良かったと思うか？

‐かなりそう思う。

・小さい頃から習い事をするべきだと思うか？

‐どちらとも言えない。

・子どもにゴルフをやらせた目的は何か？

‐家族の団らんのため。

・子どもが成功するとは思わなかった？

‐ややそう思う。

・子どもに才能があると思ったのはいつか？

‐特にそう思わなかった。

・子どものゴルフの関わり方について、口うるさく言わなかった？

‐ややそう思う。

・子どもが決めたことに対して全力でサポートしていたか？

‐大変そう思う。

・子どもは他の子どもと比べて負けず嫌いだったか？

‐どちらでもない。

・その点に関して、エピソードがあれば教えてください。

‐小さい時、争うことはしなかった。一歩引いている感じだった？

・子どもは外の子に比べて集中力があったか？

‐どちらとも言えない

・その点に関して、エピソードがあれば教えてください。

‐車のプラモデルを作ろうとしたが、最後まで作れなかった。

・子どもは他のこと比べてリーダーシップがあったか？

‐ややそう思う。

・その点に関して、エピソードがあれば教えてください。

‐小学校 5、6 年生頃から、クラスの中心にいたように思う。音楽会や体育祭など、み

んなを引っ張っていた。
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第５章 考察

第１節 インタビュー調査及びアンケート調査からの知見

宮里藍、錦織圭、そして石川遼の親へのインタビュー結果、そして、親として接して

きた杉山愛への経験を以下の表にまとめることができる。

表 ５-1 遊びの習慣

杉山愛 宮里藍 錦織圭 石川遼

よく遊んで
いたか

そう思う そう思う そう思う そう思う

毎日どれくらい ９～１６時 ８～１７時 ８～１８時 ８～１５時

どこで
家・公園・
幼稚園

保育園
家・公園・
幼稚園

家・公園・
幼稚園

誰と 友達・親 友達 親・友達・姉 友達

何人で ２〜５人 たくさん ２〜５人 ４〜５人

表 5-1 より、4 人のトップアスリートに共通して言えることは、寝ること、食べること

以外は、ほとんどの時間を外遊びに費やし、一人で遊ぶことよりも、友達もしくは家族

と遊ぶことが多いということである。その場所も選ばず、家、保育園・幼稚園及び公園

であり、一人で家や部屋にこもることは少なかったという結果がインタビューから得ら

れた。また、杉山は近くにある公園には雨が降らない限り、毎日出かける規則正しい毎

日を送っていた。宮里藍は、平日保育園に通い、週末は兄たちとともにゴルフの練習に

ついて行くようになり、いつの間にか兄たちを追い越したというエピソードを持つ。石

川遼は妹が生まれるまで一人っ子であったため、母親が敢えて公園に連れていき、近所

の友だちとたくさん遊ぶ時間が取れた。（付録・インタビューより抜粋）
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表 ５-2 競技経験

杉山愛 宮里藍 錦織圭 石川遼

競技専念前

競技開始 ３歳 ４歳 ５歳 ３歳

練習頻度（/週） ４日 １日 ４～５日 １～２日

練習時間 ２時間 ２時間 ２時間 1時間

競技専念後

競技専念 ７歳 １３歳 １２歳 １１歳

練習頻度（/週） ６日 5・1日 ５日 ６〜７日

練習時間 ３時間 ２．５時間 ２〜３時間 ２〜３時間

試合初出場 ７歳 ８歳 ７歳 １０歳

試合初優勝 ８歳 １１歳 ７歳 １１歳

表 5-2 より、4 人とも専門競技を 3～5 歳という非常に早い時期から開始しているこ

とがわかる。この理由として、彼らが最初に専門競技（テニスまたはゴルフ）を一緒に

始めたのが親もしくは兄弟であり、その競技用具が家にあるなど、身近にその競技と触

れられる環境があったからであると言えるだろう。

また、現在日本では、テニスにおけるアカデミーシステムがしっかりしているため、

テニスをしたいと思えば、週 4 回のレッスンを比較的手軽に受けることができる環境に

ある。そのため、他の習い事やスポーツと並行して行うことができるだろう。

ゴルフに関しては、小さい頃は練習場に行かなくても家の庭でできる場合が多いとい

うこともあるため、練習場へ行く回数で測った今回の練習頻度は、テニスより少ない数

字となった。

また、競技に専念する以前の練習時間は、どのアスリートの親も 2 時間程度と回答し

ている。この結果から、子どもが練習したり休んだりする中で、集中力が持続する時間

は 2 時間程度が適切かも知れないという示唆を得た。専門競技に専念してからも練習回

数は増えているが、一回の練習時間は 2～3 時間となり、若い世代の練習量としては適

切と言える。

試合初出場は全員が比較的早く、初出場から時間をおくことなく、優勝を経験してい

ることは特記すべき点である。
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表 ５-3 競技に関する親と子どもの認識

杉山愛 宮里藍 錦織圭 石川遼

競技を行った
目的

家族の
団らん

家族の
団らん

家族の
団らん

家族の
団らん

将来成功すると
思ったか

全く
思わない

あまり
思わない

全く
思わない

やや
そう思う

才能があると
感じた時

１０歳 １４歳 ８歳 思わない

親の口出し
全く口うるさ

くない
やや

口うるさい
あまり口うる
さくない

やや
口うるさい

親のサポート
大変

していた
大変

していた
大変

していた
大変

していた

表 5-3 から、競技を行った目的は全員が「家族の団欒」としており、これは非常に重

要な結果であると筆者は考える。つまり、専門競技を小さい時からスタートしたにも関

わらず、プロアスリートを意識して競技をさせていなことは大変興味深いことであり、

重要なポイントである。また、親は子供たちに対して、プロになって将来成功するとは

考えておらず、大きな期待を抱いていたわけではないと言える。

また、親は子どもに「才能がある」と感じた時は、それぞれある時期にやってくるが、

筆者の場合はアスリート自身に才能を感じたというというよりも、他人から言われて

「そうかもしれない」と思っているうちに、「もしかしたら才能があるのかもしれない」

という心情の変化があった。

また、このように自分の子どもに才能があると認識し始め、また、練習として専門競

技を一緒に行っていくうちに、親が口煩く言ったかどうかについては、テニスとゴルフ

では全く違う結果を得たことも興味深い。ここで興味深いことは、全員が「サポートを

大変していた」と回答していることであり、また、インタビューをしていく中で「サポ

ートをしてあげた」というイメージではなく、どの親からも無我夢中であった、という

コメントを得ることができたことである。
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表 ５-4 専門競技以外のスポーツ実施

杉山愛 宮里藍 錦織圭 石川遼

専門以外の
スポーツ

スイミング、ク
ラシックバレ
エ、フィギュ
アスケート、

体操

ミニバスケッ
トボール

スイミング、
サッカー、

野球

スイミング、
サッカー

始めた歳 １０ヶ月 １０歳 ３歳 ６歳

辞めた歳 ７歳 １２歳 １２歳 １１歳

実績 なし 地区３位 なし なし

表 5-4 にあるように、専門競技に専念する前には多種多様のスポーツ及び習い事をし

ており、重要なポイントであると言える。しかし、前述のように専門競技では早い時期

に頭角を現したにもかかわらず、専門競技以外では好成績を残したわけでは無かったこ

とも興味深い。

始めた時期に関しては、杉山は早い時期にスポーツを実施し始めているが、早い時期

に専門競技を決めたことによって、多くの習い事を辞めている。6 歳から自分の意思を

持ち、他のスポーツを辞めざるを得ない状況にあっても、テニスが大好きで、「毎日や

りたい」と自ら言ってきたことに、親である筆者は当時非常に驚いたという記憶がある。

また、インタビューで母親達が話したことの中に、専門以外のスポーツの試合には出

なかったが、「随分、器用に上手くできるものだ」と、どの親も感心していたことが挙

げられる。今回の対象としたアスリート全員が、幼児期には体格的に標準より大変小さ

かったにもかかわらず、同年齢の子供たちより郡を抜いて器用にこなしていたことも注

目すべき点である。

宮里藍に関しては、習い事としてスイミングが含まれていないが、沖縄で育った彼女

は小さい時から海で泳いでいたことを付け加える。
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表 ５-5 スポーツ以外の習い事

杉山愛 宮里藍 錦織圭 石川遼

習い事
ピアノ、
絵画

ピアノ ピアノ なし

習い事頻度
（／週）

１日 １日 １日 １日

親の積極性
かなり
そう思う

どちらとも
言えない

かなり
そう思う

どちらとも
言えない

子どもの意思 そう思う
少し

そう思う
そう思う そう思う

習い事の動機 親の薦め
友達の
薦め

親・姉の薦
め

身体を
丈夫に

習い事をして
良かったか

良かった 良かった 良かった 良かった

小さい頃から
習い事を
すべきか

少し
そう思う

少し
そう思う

かなり
そう思う

どちらとも言
えない

表 5-5 より、スポーツ以外の習い事について調べた結果、始めたきっかけとして周り

の影響を受けており、それは時には親であったり、兄弟姉妹であったり、そして友達あ

ったりと、普段の生活の中で一緒に遊ぶ人たちからの影響を受けていることがわかった。

習い事を始めた結果、最初は親が判断して始めたことも、後から振り返ってみればそれ

は全員の親が「習い事をやらせて良かった」と言っているが、小さい時から習い事を始

めた方がいいかどうかについては、判断しにくいと語っていることも興味深い。習い事

をする上で、親と子どもとの関係は、その後の親子関係に大きく関わってくるだろう。

親が子どもに習わせたいことをどの様なスタンスで相対するか、強要するのか、辞めた

いと行ったときに何というのか、などどの様な言葉掛けをするのか、子どもの反応に対

してどう行動し、どのように言葉をかけるのかは重要なポイントになってくる。
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第２節 幼児期のスポーツ教育に関する一考察

本稿の結果から以下の共通項目が抽出できた。これらをもとに考察を深めていく。

1． 外遊びを多くしていた。

2． 家族や友達と多人数で遊んでいた。

3． 遊ぶ場所を選ばなかった。

4． 専門競技の開始年齢が早かった。

5． 専門競技に専念した年齢は 10 歳前後だった。

6． 専門競技以外にも多種の競技を行っていた。

7． 専門競技以外の競技でも器用にやっていたと親が感じていた。

8． 専門競技を選択してもその練習時間は一日 3 時間程度であった。

9． 専門競技を開始した目的は「家族の団欒」であった

10． 親が「子どもに才能がある」と感じた時期は早晩やってきた。

11． 専門競技になってからの親の口出しに関しては、宮里藍と石川遼の場合はやや

煩かったが、錦織圭と杉山愛の場合はあまり煩くなく、自由であった。

12． 全ての親が子どもへのサポートについて「大変サポートしていた」と回答して

おり、無我夢中であったと言える。

13． スポーツ以外の稽古事については、最初は親の判断で始めたが「稽古事をやら

せて良かった」と述べている。

本稿でインタビューしたトップアスリートの両親達は、異口同音にこの親子関係と接

し方を、自分たちのやり方でやってきただけであり、彼らがアスリートとして上手くい

っているのは「偶然」の出来事だと話している。しかし、この「偶然性」を紐解くと上

記のような共通項目があり、それはある意味「必然性」を帯びているのではないだろう

か。

両親達は子ども達に対して、多大の愛情を持っており、自信に裏付けされた子どもに

対する接し方の軸を持っていると同時に、その軸は全くぶれていない。言葉や行動で「私

たちはあなたを信じている、あなたならできると思う」と表現し、子どもを信頼し続け

る軸である。

自分の手を休めても子どもの話していることに耳を傾け、自分の休暇や日々の時間を

子どものために時間を割くことを惜しまない。無我夢中でやってきたことでもあるが、

親自身もタイムマネージメントの達人となり、子どもに時間を割くことを負担に感じて

いないのである。そのコミュニケーションの取り方は子どもに選択肢を与えることであ

り、子どもにとっては「自分は信頼されている」、「自分を語るチャンスをもらえている」

と感じることによって自信に繋がるのではないだろうか。

幼児期から専門競技を開始することによって、そのスポーツをツールとし、アスリー

トと親はより深い親密なコミュニケーションを取らなければならない状況を創り上げ

ることができる。さらに、それは、単にコミュニケーションツールに留まらず、家族と

一緒に遊ぶ喜びに繋がり、身体を動かす喜びを満たすことになった。

本稿で調査したトップアスリートたちは、このように親を始めとする兄弟・姉妹・友

達など周りの人達からの影響を多大に受けていたことも解り、こうした生活環境が後の

人格形成にも役立ち、また、競技のパフォーマンスに何らかの影響を与えていたのでは

ないかと考えられる。決断しなくてはいけない状況を自分で判断し、行動することも後
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のアスリート達がグローバルに戦う上で重要な要素になっている。従って、幼児期の多

種の運動実施や習い事は人間の成長にとって重要であると考えられる。

「勝利」の結果を求めてスポーツを始めたわけではなく、「家族の団欒」として始め

たスポーツが子どもと親のコミュニケーションを生み、両者を一人の人間として育てた

と言えるのではないだろうか。

更に、「無我夢中でやってきた」の中からもう一つ大事な共通点を見つけることがで

きた。それは、親たちは専門競技の守るべきルールや規則は勿論、その技術を含めた情

報、例えば、その競技の持つ性質、現在のマーケット将来性など、沢山のことを勉強し、

もし、将来何かの理由で子どもが選手として競技を続けることができなくても、この世

界でやっていけるのかどうかをも勉強し、いざという時の為に備えていることである。

このようなことから、親は子どもを常に冷静に見ることができる目を養うことができて

いるのかもしれない。そして、このことが子どもであるアスリートときちんと話すこと

ができる理由と考えられる。

杉山愛は「あなたにとってテニスとは何ですか」と質問された時、「テニスは自分探

し＆自分磨きのツールです。どんなスポーツでも仕事でも、普段の生活が全てその中に

出てしまうと思うのです。テニスはテクニックだけを磨いても、コート上でいいパフォ

ーマンスはできないし、人々に感動や勇気を与えることはできません。一人の人間とし

て、女性として充実した生活を送っていることが、いいテニスプレーヤーになることの

基本だと思います。強いプレーヤーになることも大事かもしれませんが、もっと大切な

ことは、チャレンジし続けそれを通して自分磨きをすることだと思います。』と答えて

いた。

また、宮里藍も「賞金だけを追うビジネスとして割り切ったゴルフをしている選手に

は感動や勇気を与えることはできません」と言い切っている。

これらは正に、「勝つ」だけのスポーツに留まらず、テニスやゴルフを通じて自分の

価値観や哲学・倫理観を育てることが大切であり、テニスやゴルフは「自分は何者なの

か、そして自分が人間として育つためにはどうしたらいいのか」を考えさせてくれるツ

ールなのであろう。

ここで楽しく練習する、楽しむという言葉の持つ意味について触れておきたい。楽し

さは、子どもの年令と共に変化するものだ。つまり、5 歳の時の楽しみと 9 歳の時、13

歳の時では、競技性もコミュニケーションも他人との差の意識レベルも大きく異なると

いうことである。スポーツにおいては、勝者はいつも一人で、基本的にはどの段階かで

負けることが常だ。その負けを家族で受け止め、次につなげていくコミュニケーション

というものも大変重要であると言えるだろう。負けた悔しさから起き上がり、次に向か

う子どもとの連帯感もまたスポーツの楽しみであり、こうしたいわば「高い次元の楽し

み」を大切にできることは、スポーツを離れた後も親子で共有できる大切なコミュニケ

ーションのツールとなるだろう。

しかし、ここで誤解してはいけないことがある。このトップアスリート達がグローバ

ルレベルで活躍できているのは、前述したように、ただ楽しく練習をしてきただけでな

いということだ。

筆者が共にトレーニングをしてきた杉山愛は、世界のトップ選手として活躍していた

2000 年夏、フォアハンドの握り方さえわからない程のスランプに陥っていた。当時杉

山愛のコーチに就任していた筆者は、それから毎日、杉山愛と共に身体のどこの筋肉を

使えば最も効率良く、力強い粘りのあるストロークを打つことができるのかを話し合い

ながら繰り返し練習した。そのためには、グリップの場所は何ミリ違うのか、角度はど

の方向であるのか、どの指に一番力が入るべきかなど非常に細かい点まで意識し、また
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それらの為に必要な筋肉も今までとは違ってきたためトレーニングプログラムも変え

る必要もあった。こうした取り組みによって、すぐに結果が現れることはなかったが、

欠かすこと無いトレーニングの繰り返しと、オフコートでの楽しくメリハリある生活こ

そが、杉山愛がトップアスリートとして活躍できた所以だろう。

錦織圭も 2009 年夏に右肘痛でテニスができない状態に陥り、内視鏡手術を行ったが、

術後の麻酔が醒め始めたときには「1 ミリも動かすことができない自分の右腕、ベッド

に横たわった自分、これなら 24 時間振り回しの方がまだましです」と述べるほど苦し

い状態であった。ここから 5 ヶ月間、彼は毎日朝から晩まで繰り返される厳しいリハビ

リトレーニングを欠かさなかったばかりか、自らトレーニングを提案するなど、誰より

も自分に厳しかったが、彼もまたオンコートとオフコートのメリハリがある選手であっ

た。

この両者に言えることは、オンコートでは自らを追い込み、常に緊張感を持っている

が、オフコートでは誰をも寄せ付ける優しさと暖かさがあるということである。以上の

ように「真のスポーツスター」の夢を掴むためには、メリハリのある日常生活の中で、

どのような状況でも他者とのコミュニケーションが必要となることがわかるだろう。筆

者がコーチとして彼らの辛い時期に仕事ができたのは、彼らに素晴らしいコミュニケー

ション力があったからであり、それは本稿の研究結果から示唆を得たように、幼児期に

スポーツを通じて家族と多くコミュニケーションをとったことによるものではないだ

ろうか。スポーツを通じてコミュニケーション力を養い、思考回路を作る環境を与えて

いくことが、親が子どもに対しての最大の役目だろう。

今後も少子化が進み、周りの環境はますます複雑になっていく状況下で、親と子ども

の関係は多様化し、幼児虐待などの問題も多くある一方で、一点集中の過剰教育に苦し

む子どもがいる現実にも目を向けていきたいものである。
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第６章 結論

本稿は、筆者が実際に見聞した世界のトップテニスプレーヤーの事例や、実際に

筆者が日本のジュニア育成の現場で受けた若年アスリートへの過剰な練習に関する相

談への問題意識から、彼らへの親やコーチによる過剰なスポーツ教育に対して一考察を

試みたものである。

第 1 章では、研究の背景と目的を述べた。世界で活躍する外国人選手の中にも、親や

コーチから練習を強要されて本来のポテンシャルを十分に発揮できずに引退していっ

た選手の事例を述べた一方、杉山愛は自らテニスを望み、テニスのみしていたわけでは

ないという事を述べた。

第 2 章は研究手法である。本稿では、筆者がジュニア育成現場で受けた実際の相談の

事例研究と、現在活躍している日本人トップアスリートである宮里藍、錦織圭、石川遼

の親に対してインタビュー調査及びアンケート調査を行った。

第 3 章では、実際の相談事例研究として、ジュニア選手 A，B について詳細を述べた。

第 4 章は、宮里藍、錦織圭、石川遼の親へのインタビュー調査及びアンケート調査の

結果である。その結果、外遊びを多くしている事や、専門競技の開始年齢が早いこと、

専門競技を開始した目的は「家族の団欒」であったこと、親は無我夢中で子どもへのサ

ポートをしていたことがわかった。

第 5 章では、上記の結果をもとに考察を行った。本稿で調査したトップアスリートは、

このように親を始めとする兄弟・姉妹・友達など周りの人達からの影響を多大に受けて

いることが解り、こうした生活環境が後の人格形成にも役立ち、また、競技のパフォー

マンスに何らかの影響を与えていたのではないかという示唆を得た。決断しなくてはい

けない状況を自分で判断し、行動することも後のアスリート達がグローバルに戦う上で

重要な要素になっている。従って、幼児期の運動実施や習い事は人間の成長にとって重

要であると考えられる。

しかし、就学前に子どもの将来の為に様々な習い事をさせる事が親の使命かと言えば、

答えは否である。何故なら、アスリートの親は皆口を揃えて子どもの成功を偶然である

と捉えており、意図的に選手として育てた訳ではない。全て子どもが望んだ結果やらせ

た事であり決して強制はさせていなかった。つまり、「勝利」の結果を求めてスポーツ

を始めたわけではなく、「家族の団欒」として始めたスポーツが子どもと親のコミュニ

ケーションを生み、両者を育てたと言えるだろう。

以上のように本稿の結果より「真のスポーツスター」の夢を掴むために、親は子ども

に対して、スポーツを通じてのコミュニケーション力と思考回路を作る環境を与えてい

くことが最大の役目なのだと言うことを知ることができた。

今後も少子化が進み、周りの環境はますます複雑になっていく状況下で、親と子ども

の関係は二分化し、幼児虐待などの問題も多くある一方で、一点集中の過剰教育に苦し

む子どもがいる現実にも目を向けていきたいものである。
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付録

宮里豊子（母）インタビュー記録

杉山：今日お目にかかったのは、いろんな聞いてみたいことがたくさんありま

す。お近づきになって、いろんな話を伺っている方が、いろんなお話を聞くこ

とができるのじゃないかと思うんですけれども。

私が一番やりたい研究というのは、選手である前に人間的に素晴らしい人が

トップに行けるというのをなんらかの形で証明したいんですね。私はすごくラ

ッキーで、杉山（愛）を育てたあと、錦織圭くんが日本で手術をして復帰する

までのあいだトレーニングを一緒にやらせてもらい、森田あゆみちゃんという

子もトレーニングを見させていただきました。錦織君はすごくナイスな子で、

あゆみちゃんも素晴らしい人なんです。テニス界のトップの選手は、人のこと

を思いやれたり、みんな不思議がるかもしれないんですが、試合のあとに握手

をし、裏に戻ってくると、「今日はあなたにやられたわ」と心から言えるような

仲なんです。

でも、日本のゴルフ界に目をやると必ずしもそうは言えません。宮里藍ちゃ

んや石川遼くんのチームに 2 日間チームに帯同させてもらって気付いたのは、

世界で通用する選手には人間力があるんですよね。藍ちゃんの今年の活躍も含

めて、私のテーマにぴったりだと思ったのです。私はそれをなんとか証明した

いんです。そういうことを証明するときに、やはり小さい頃にお父さんやお母

さん、兄弟、家族の力はすごいんだろうと思うのです。

と、勝手に思ったところからスタートしています。ご主人のゴルフの指導の

方法も含めて、「心が大事だ」とおっしゃって本も出されていると思うんですけ

れども、お母様の感じるところをお聞かせいただきたいと思います。藍ちゃん

は何歳の時からゴルフを始めたのですか。

宮里：彼女は、4 歳からですね。

杉山：それはお兄ちゃん達がやっているので、私もという感じで？

宮里：そうなんです。最初は 3 歳からピアノを習い始めました。長男の聖志と

は 9 歳、次男の勇作とは 5 歳離れているので、藍が小学校にあがるときには聖

志はすでに高校生でした。一緒にキョウガクもないんですよ。だからずっとお

にいちゃんのあとを金魚のふんのようについている状態でした。

当時は「大きくなったらピアノの先生になる」って言っていましたね。お兄

ちゃん達はゴルフをやっていましたが、藍は女の子なので、ピアノを弾きなが

ら、音楽の聞こえてくる、なごやかな家庭が築けたらというくらいで。女の子

はお嫁に行ってもピアノの先生になれるので。だから「ピアノを一生懸命にや

って、そっちの方に進んだら」、なんて言っていましたね。ピアノは小学校 5 年

生までやっていたんですよ。でも、土曜日・日曜日に練習で上の 2 人のゴルフ

についていくと、2 人に教えていることをそばで聞いているんですよね。そうし
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たらいつの間にか藍の方がうまくなっていったんですね（笑）。

杉山：それはどのぐらいやって？

宮里：小学校の 1 年生の時に初めて大きなコースに出たんですね。初デビュー

だったんですね。そのときにレディースティーから回って、111 であがったんで

す。でびっくりしました。これがデビューだから記念に撮っておこうと思って、

その時の写真などを残しておいています。そのときはまだピアノもしていまし

たし、そこまでゴルフでやっていくというわけではなかったんですね。お兄ち

ゃんたちを見ながら、見よう見まねでやっていたんですけど、だんだん、それ

が逆になりだして（笑）。結局、いまは上の子達は、「うちの稼ぎ頭ですから」

って言ってますからね（笑）

杉山：冗談でもいつもおっしゃられていますよね。

宮里：最初からゴルフをさせようとしていたわけではありませんでした。主人

が教育委員会で勤めており、非行があったり、親子の会話がないなどさまざま

な家庭環境を見ていて、なにかを通じで教育できるものがあったらいいなと思

っていたんですね。それがたまたまゴルフだったんです。

杉山：うちも「家族でテニスができればいいね」というところからスタートし

たのです。愛は小学校 1 年生から試合に出始めたんですけれども、私のスタン

スは「負けても別にいいじゃない」という感じだったんですよね。本人はひど

く悔しがっていましたが、こちらとしては「家族で楽しくテニスができるとい

うこと」が一番で、つまづいたときに初心に戻ればいいと。もっと大きくなっ

てからもつまづいたときなど愛に対しては、そこに戻ってきていましたね。家

族みんなが健康でテニスができるんだから幸せなんだって。試合で一喜一憂し

なくてもいい、というところに戻れたのです。

宮里：最初に聖志が生まれた時に、私達職場が一緒だったんですね。主人がち

ょうどゴルフを上司から習って、ちょこちょことやり始めていた頃なんですが、

大人のクラブを保育器にいれていいですかって聞くんです。それを先生に怒ら

れて、「そんなことできるかっ！」って（笑）。勇作や藍とかとそういう話をす

るときに「お父さんこういうことがあったのよ」ってみんなで笑い話になって

います。本当にゴルフを通じて、いまは共通の話題ができて、いつでもそれに

対して自分の思っていることを「自分はこうしたい」と対等に話し合える、い

い形で会話が出来ているんですよね。

一時期周りの子ども達を見ていて、そういうことがあったので。だからゴル

フだけではなくて、小学校の間は学習発表会や童話大会などの学校の行事を優

先していました。とにかくそういうものを中心にやって、空いた時間にちょっ

とゴルフの練習をしてみようと。
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ゴルフができるような経済状況でもなかったので、学校の近くに公営のグラ

ウンドがあるんですけれども、ボールにマークをつけて、打ったボールを拾っ

て袋に入れたりしてきて、という感じで練習していました。

なので、子どものその時期しかできない、学校の行事を大切にしていました。

それを超えてゴルフに集中してしまって行事に参加できないということになる

と、長い目で見て、本当に自分が、あのときこうしたかったなーという後悔の

念を持ってしまうかもしれませんよね。将来にいい思い出がなくなったら…。

学校が小さいんですよ。幼稚園から中学 3 年までみんな一緒なんです。幼稚

園から中 3 を卒業するまでホントに兄弟のようです。だから、ホントに 1 クラ

ス 25～30 人くらいで。隣近所の子ばかりなので、名前を言えばどこの子かわか

るというような感じです。田舎なぶん、地域の雰囲気はよさはありました。

杉山：そうすると 4 歳からお兄ちゃんたちについていって、ママも練習は一緒

にみたりするんですか。

宮里：私もアマチュアで少しやっていたものですから、主人も含めて毎週末、

家族一緒に 1000 円で打ち放題という練習場に行くわけです。小学校を卒業する

までくらいは一緒に行っていたんですが、だんだん足手まといになりまして。

今は 1 年に 1 回クラブを握るか握らないかですね。週末になると男子のトーナ

メントがあるから応援に行ったり、藍が帰ってきたら国内の選手と旅行に行っ

たり、それでいっぱいで、とても自分のゴルフというのは…。

杉山：藍ちゃんが試合に出始めて、彼女ももちろん負けん気が強いわけですよ

ね。負けたら悔しいわけですよね。

宮里：そうなんです。小さい時から、沖縄の方言で「しきらー」と呼ばれてま

して、要するに「しきり屋さん」という意味なですが、いつもクラスやチーム

のまとめ役をやっていて、よく「しきらー」と呼ばれていましたね。

杉山：では今のはっきりした喋り方は昔からああいう感じで。

宮里：地域で小学校の童話大会という、童話を覚えて、自分で理解して、表現

する学校の大会があったんです。それは学校大会の次には地区大会があり、そ

のあと県大会と続いていくのですが、それを目指してまず、一番上の兄の聖志

がやりだしたんですね。すると二番目の勇作も始めて。勇作がそばで練習をし

ていると、藍もそれを覚えるんです。で、その練習を毎日、時間を計ってやる

のですが、最後に家族みんなが座って聞いていて「始めー」なんていってやっ

ていたのです。すると藍が言うんですよ、「お兄ちゃん、そこ間違っているって」。

一緒になって覚えているんですよね。上の兄達を見てきているものですから、

小学校に上がったときには、自分もやりたい、童話大会に出たいと言うんです。

そして、その後毎学年、学年代表になり、地区大会、地域大会までいきました

ね。これは 3 人ともそうでした。だから、人の前に立って話をする、童話に対
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して自分の感じたことを表現するということは、そこでできるようになったと

思います。いろんなところにつながりがあると思います。私たちはそれはとて

もよかったと思っています。

兄弟で、上から下に自然にそういう風に向いていったのが、いい形になった

と思います。主人の撮った 8mm に童話大会の練習の様子が残っているものがあ

るんですけど、今でも懐かしく見ますね。また、学校自体が小さかったのでい

ろんなスポーツをオールラウンドにやらなければならなかったです。

杉山：それがでも、後のちよかったんでしょうね。

宮里：そうですね。野球とバスケットボールをやっていました。最初は野球も

あったんでが、人数が 9 人揃わないんですよ。小学校までは少年野球があって、

中学校に入ったらもうバスケットボールしかなかったんですよ。男女とも吹奏

楽部とバスケットボールだけです。本人たちはバスケットボールを毎週楽しく

やっていました。8 月は陸上のシーズンで、みんな陸上競技をやるんです短距離

に出たり、リレーに出たり。藍なんかもそういう形 200ｍのリレーなどでやく

やっていましたね。とにかく本当に人数が少ないので、すべてやらないと学校

自体でそういうことにチャンスがなかったんですよね。

杉山：「テニスにどれだけ集中してきたんですか？」なんて聞かれるんですけれ

ども、うちなんかも彼女（愛）は身体を動かすのが好きで、本当にいろんなこ

とをやっていました。体操や、バレー、アイススケートなど、で、最終的にや

っぱりテニスが好き、ということテニスを選びましたけれど、やっぱりそれが

よかったんだって思うんですよね。

宮里：同じようにピアノをやったり、書道教室に行ったり、あれこれやったん

ですけれども、最終的には 5 年生の後半にはゴルフに行きました。小学校 6 年

の時には世界ジュニアに行っていました。

杉山：なるほど。小学校の 5 年生になって、本格的に始める前から練習時間と

いうのはだんだん増えてはいたんですか？

宮里：学校の授業を終えて、宿題をやって、それから主人の練習場まで行くの

ですが、東村から名護まで 30 分かかるんですよ。毎日というわけにはいかない

ので、勇作が小さい頃に庭にパターングリーンをみんなで耕して作りました。

芝を植えて、水銀灯をつけて。夜は近くからアプローチの練習とパターの練習

ができました。ボールを打つのは大きな練習場に行かないとできないのですが、

古いボールを袋に入れていつもおいてあるので、グラウンドに行って、端っこ

の方から隅のほうに向かってボールを打つ練習をしていました。そこはみんな

の運動場なので、本当はボールを打っちゃいけないんですけど、練習場に行け

ないときはそこで練習していました。

週末になると主人が練習場に連れて行って、1 週間に 1 回練習していました。
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小学校の間はそういう感じでやってきました。しかし、中学校になるとそうは

いかなくなり、やっぱりちゃんとトレーニングだったり、練習だったりなので。

その頃から高校進学のために塾にも通わなくてはいけなかったので。

私も 2 年前に退職したのですが、それまでは公務員としてずっと働いており

ました。働かなければ資金が大変だったので。とにかく、学校の授業が終わっ

たら、私も一度家に帰ってきて、ご飯を食べさせ、それから塾に連れて行き、

塾が終わるまで待ち、1 時間でも練習場に行きたいと、11 時の閉店まで 1 時間

はボールを打って、それから帰ってきていました。なので 1 日 2 往復していま

したね。

杉山：愛の学校がお迎え禁止だったので、学校から少し離れたところで待って

いて、愛を拾い、作ってきたお弁当を持ってきて車の中で食べさせ、練習場に

おろし、また、家に帰ってきて、夕食のお弁当を作ってという生活でしたね。

しかも下の子と 6 歳半離れているので、下の子のこともやらなければいけなく

て。どこでもみんな同じですね。しかも、そのときは大変っていう気持ちじゃ

ないんですよね。

宮里：やらなきゃいけないっていう気持ちがあるんですね。疲れたとか言って

られないんですよね。仕事が 17 時 15 分に終わって、急いで帰らなくちゃと。

おばあちゃんもちょうど 92 歳まで元気で、ずっとクリスチャンで穏やかな人だ

ったので、「ただいま」というと「おかえり」という言葉が返ってくると子ども

たちは安心するんですよね。小学校までは共働きでみんな鍵っこだったので、

職員住宅で、おやつを準備しているから知らない人が来ても開けちゃだめよっ

という感じで。高学年になると、帰る時間も同じくらいなるのですが、低学年

の頃は心配で。お昼時間に急いで帰って、お弁当を準備していました。

杉山：そうなんですよね。今お話を聞いているだけでもすごく大変なことです

よね。時間が経って自分がやってきたことを人に語っていると、結構すごいこ

とやってきたじゃないって思ったりするんですよね。でも当時はね。無我夢中

というか。

宮里：主人もお互い公務員だったのがですが、聖志が中学 3 年生の時に、藍が 6

歳の時に、市町村の教育委員会を辞めて、村長選挙に立候補したんです。みん

なからも出てくれといわれて。結局接戦で結局負けちゃったんですが、1000 人

ちょっとしかいない村なので、選挙の結果というのがすごく大きいんですね。

だから結局、退職したけれども職に就こうとしたら、仕事が全く無くて・・・

本当に苦しい思いで、収入が得られない状態になったんです。そのときに、主

人はもともと指導するのが好きな人だったので、資格を取って、ティーチング

プロを目指したんですが、それまでの 4 年のブランクの間は、私 1 人の給料で

なんとかやっていかなきゃいけませんでした。ボーナスは手をつけずにそのま

まおいて、7 月や 8 月にある子ども達のジュニアの大会の遠征費にあてていまし

た。
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杉山：そのお話を聞いていると鳥肌が立ちますね。

宮里：その時は本当に苦しくて。主人はこの子達だけの練習しようと思ったく

らいでした。

杉山：パパも希望に満ちているから、苦しくても苦しく思わないということも

ありますよね。

宮里：あの状態があって、この子たちが試合で勝ってすごいいい表情で話しか

けてきて。生きててよかったって聞いたときに。

そこからプロとして、練習場の一角を借りてやり始めました。でも最初は個

人からの 1 ヶ月 5000 円の月謝が収入だったので、月 5～6 万くらいにしかなり

ません。でもないよりは少しでもあったほうがいいので、それでやりくりして

いました。子どもたちは親の大変な様子を見ていましたので、聖志が、高校に

行ったときも、仕送りを入れていましたが、贅沢はしていなかったですね。「学

校での必要経費だから全然気にしないで使いなさい」と電話していたほどです。

そうこうして大会で結果を残し、大学に行きプロになったんですが、プロにな

る前も波乱万丈でした。

大学で遊びほうけてしまって大学からクレームが来たんです。それまでは日

本で 3 本の指に入るくらいの飛ばし屋で、ジュニアでも大阪桐蔭高校のキャプ

テンをしていたりしたのですが、大学に行った途端、いろいろな遊びを覚えて

しまったんです。で、このままでは人間がダメになると、2 年間プロテストを受

けるために主人が呼び寄せたのです。聖志は人が教えられない部分ですごくい

いものを持っており、天性の分というのがあったんですね。

ちょうどプロテストに合格したときに、おばあちゃんが風邪を引いて入院し

ていたのですが、院内感染でこん睡状態になっていたのですが、聖志が「通っ

たよ、おばあちゃん」と言った時に目を開いて、万歳をしたんです。そうして

おばあちゃんは亡くなりました。

聖志はそういうことがあって、藍もそういう状況を見てきて、お兄ちゃん達

も大変だったし、おばあちゃんも自分たちが活躍するところをいつかテレビで

見たいよねって。それが今では 3 人とも同じ職業で、こういう形でそれができ

たんですけれども。

練習も藍だけは全然手を抜かないんです。すべてに対して、勉強もするし、

練習も手を抜かない。「勇作兄ちゃんみたいになりたいって」。でも勇作はどっ

ちかというと、「明日もあるから大丈夫」という、温厚な部分があり、だから逆

に藍がすごく頑張るので可愛がるんですよね。そして藍もそこからいろんなも

のを吸収していきましたね。

杉山：高校から沖縄を出られたんですよね。

宮里：高校から東北高校で。
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杉山：東北高校に行くことをいつ決められたのですか。

宮里：聖志がゴルフをするときに、沖縄にはゴルフができるクラブも環境的も

ありませんでした。しかし、本土の方には学校にクラブがあって、いろんな大

会に出ることができたのです。たまたま大阪桐蔭の監督さんとお知り合いにな

り、会ってみようということになり、そこで、1 球ボールを打つところを見ても

らい、すぐに決まりだったんです。いいものを持っていると。そのときは PL 学

園に推薦書を断られたあとで、聖志が大阪桐蔭高校で 3年を過ごしているのを、

勇作はそれを見て育っていましたから、自分も大阪桐蔭に行きたいと言って、

大阪桐蔭に進学しました。聖志が土台を作っていたのですが、最初は後ろ髪引

かれる思いでした。で、聖志も近畿大学に進学したので近くだったんですよね。

なので、高校 3 年間は聖志が面倒を見てくれて、なに不自由なく彼は、過ごし

てたんですね。

でも大学では星野英正くんが中心になって活躍していた、東北福祉大学に行

きたいと言い、東北福祉大学進学したのです。そうしたら大学 3 年のときに、

藍が高校に進学する年で、いろいろと悩んだのですが、勇作の近くだったら一

緒に練習もできるし、環境などもいろいろと調べて、じゃあ東北高校がいいか

なと。

杉山：それはいままでお父さんの指導を受けていて、ご両親としても不安はな

かったですか？

宮里：男の子は放っておいてもいいかなと思うんですけれども、女の子は最初

はどうしても、生活はうまくいっているか、寮の仲間とうまくいっているかど

うか、周りの環境はどうなんだろう。とすごく後ろ髪を惹かれましたね。ゴル

フ的には、勇作もそうでしたが、お父さんが先生なので、他の人からベース的

なものは受けないというのが基本のスタンスでした。

杉山：なるほど、いじるものはなかったんですね。

宮里：そこは徹底していたんです。勇作が進学して 1 年生の時にダメになった

んです。やっぱりいろいろと今まで自分がやってきたもの以外に、吸収したく

なってやった結果、1 年を棒に振ってしまったんです。それで主人がこれじゃい

かんと、監督さんとお話をして、それから立て直して、そこからまた良くなっ

たんですね。悪くなったら電話でアドバイスをし、試合のときにもし何かがあ

れば、お父さんがかけつけるというように、連携をとっていたんです。

それを藍も見てきていたし、上の 2 人よりは彼女の場合は技術的なものに関

してはいい形で入っていたので、あまり直さなくてよくて、悪くなった時に、

電話をしてワンポイントのアドバイスをするというような形でしたね。あとは

テレビやビデオで撮ったものをみて、電話でやり取りをして忠告していました

ね。それはうまくいきました。一番崩れたのが勇作でした（笑）。
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いろんな人の練習方法を見て興味を持つんでしょうが、それがいいときもあ

るんですが、それを長い目で見た時に、いい結果につながるのかということで

す。うちはやっぱりお父さんが絶対だったので。でも、いつまでも親がついて

いくわけには行かないので、ある程度は自分でそれを修復する力もつけなけれ

ばならない。ちょっとここが悪いと思ったら、直す力をもたなければいけない。

藍はそれをアメリカに行って、そこから少しずつ自分の練習方法を見つけて、

吸収して、最近では、自分でちょっと変かなというときくらいしか電話はしま

せんね。

杉山：高校行った時、沖縄からはなれた時、アメリカにいったときに、ママに

は個別に電話があったりするですか。

宮里：主人は藍とはメールをしないんですが、私は自宅のパソコンでお互いメ

ールでやりとりしています。「お父さんが電話取らないんだけど、今なにしてる

の？」とか。藍がお父さんと連絡が必要な時にも、私にメールが来ます。

杉山：ゴルフの話なんかはあんまりなさらないんですか？

宮里：あんまりゴルフの話はしないですね。技術的なことは主人と話していま

すし。同じゴルフをしていますので、気持ちはわかるので、簡単なやり取りは

しますが、どっちかというと愚痴を聞くほうですね。

杉山：私も、お母さんみたいな役でずっと来たんですけれども、彼女が引退す

る最後の 9 年間をコーチに任命されたのです。私は他の選手も見ていたんです

けれども、彼女がガタガタになっていたんですね。それで、ママしかいないと

いうことで私がコーチになったんです。それまでは、母親としては、宮里さん

のお母さんがおっしゃったとおり、「頑張ったんだからいいじゃん、次また頑張

れば」と、ずっとそういうスタンスで来てたんですよ。それが、コーチになっ

たとたんに、それじゃダメじゃないですか。「明日の試合のために、あそこを確

認するためにコートに行こう」と。愛自身も自分の背中を自分で押さなきゃい

けない自分がいて、スイッチの切り替えにツアーに出てから 1 年間苦しみまし

たね。

ツアーに出ていて、試合の反省会が終わらなければ夕食をしないし、夕食は

親子として、テニスの話じゃない話をしようと決めたんですよ。すると反省会

が終わらなくて、夕食が夜中の 12 時、1 時になっても食べれない日があったり

するんですよ。そのスイッチをコントロールするのに時間がかかって。なので、

その辺はやっぱりママのところには帰ってこれる。おばあちゃんがお帰りと言

ってくれるのと同じように、お母さんがお帰りというような。

宮里：今までが共働きでうちを留守にする、3 年したら転勤があるので残業があ

ったり、一旦かえって夕飯を作って、また仕事に行ったり。結構そういうこと

もあったんですよ。お年よりも抱えているから、もう少し融通が…。こう言っ
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てはあれなんですけれども、会計事務でも 6 時には帰れるようにと上司に相談

して、変えてもらったりとか。そういうこともありました。

杉山：大変ですよね。よく頑張られましたよね。

宮里：本当にもう、がむしゃらというか、やらなければ生活ができないし。あ

の子達も試合も出さなきゃいけないし。そのときは何とかしなくちゃという思

いですよえね。だから、苦しいとかということもなかったですね。いま考えて

みたらよくがんばったなって思いますけどね。

杉山：そうですよね。当時はね、本当に無我夢中でね。

宮里：ああいう苦しさがあったから、今があるんだと思いますね。彼女が挫折

をしたときも、ゴルフをやめたいということを口に出して。

杉山：それはいつですか、最初は。

宮里：もう 2 年前ですね。今もう 2010 年ですから。2007 年か 2008 年です。

苦しかったですね。どうやって声をかけていいのかわからないくらいに。

杉山：そのときは藍ちゃんは何歳ですか？

宮里：20 歳でもうアメリカに行っていましたから 21 歳ですね。だから、アメ

リカのツアーに出て 2 年目です。国内のプロになって 2 年間は、自分が思って

いる状態で臨めて、結果を出していました。なので、このままアメリカに行け

ば結果が出るだろうと。大変かもしれないけれど、ひょっとしたらひとつくら

い勝てるかなーって周りもそんな気持ちがあったんですね。本人もツアー出場

資格の予選会をトップで通っていたので、いい形でツアーに入っていったんで

す。

しかし、言葉の問題がある、環境が違う、時差があるなど、さまざまな障害

が取り巻いて、1 年は無我夢中でやって、それが、2 年目になり周りが見えてき

たときに、すごく苦しい状態が続いていたのです。結果が出ずに、優勝したい

という気持ちばかりが先に出る。しかも優勝したいという気持ちは持っている

けれど、常にそればっかりが先に出てしまって、結果がついていかないんです

ね。

杉山：そのときは、お父様とお母様への連絡の頻度、メールのやり取りも含め

て、どっちの方が多かったんですか。

宮里：藍からは「苦しい」というメールが延々と来ていましたね。電話で伝え

られない時はメールでやって。藍からこういう内容でメールが来てるよって、

苦しい状態みたいって主人に伝え、主人が電話を入れて。電話で長い時間主人
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が話してと。

だからどういうサポートをしてあげるべきか、声もかけられない状態で、頑

張れとも言えませんでしたね。とにかく彼女の思いを聞いてあげて、「みんな苦

しい時期というのを抱えているわけで、そこを通り抜けて初めて、絶対何かが

自分の中で見つかるから、本当に我慢の時かもしれないよ」ということは伝え

ていましたね。そしたら本人も「わかってる。でも、なんかつらい」って。そ

のときに、アニカソレンスタムのメンタルトレーナーのピア・ニールソンさん

にお世話になったのです。

1 月から気持ちを新たにするために、それまではとにかくメンタルが弱くて、

優勝へのこだわりが強すぎました。そうではなくて、いまは目の前の、いまふ

りかっているこの部分をどうしようかということから始め、ピアさんのところ

に行くようになってから、少し考え方がかわってきたんです。そこでは「なに

をしたいの？」「これに対してどう思っているの？」と全部投げかけて、それを

繰り返しながら、彼女の考えている気持ちだとか、いろんなコンピューターを

かけるんです。どういう人のときは赤になるとか、すごく東の海をいかに考え

て、心が穏やかになったときには、ブルーになって。そういうのを見て彼女も

びっくりしたんです。こういうことがあるんだって！ここで今まで味わったこ

とのないメンタルなものを、そこで見て、なるほどって。それから少し気持ち

が変わりました。そのときは主人もしばらくは技術的なことを言わずに、藍が

どうしたいのか、しばらく静かに見ていましたね。

杉山：苦しんでから、ピア・ニールセンのところに行くまで時間的にどのくら

いあったのですか？

宮里：知り合ったのはスランプに陥るその 1 年前なんです。それまでは会った

ときに少し話をするくらいで。実際彼女のところで合宿をして、ちゃんとやろ

うと思ったのは、そのあとなんですよね。アメリカでの 1 年が終わりかけのこ

ろから、ちゃんとしたメンタルな契約を結んで。マネージャーがシアトルにい

て、彼を通じてコンタクトが取ってもらい、主人も交えて話し合いをして、じ

ゃあ、やってみようと。

それで週 2 回いって、本人も気持ちとか、今まで苦しい、苦しいと思ってい

たのが、考え方がどんどん変わるようになって。

それまでは、回りからの期待に応えなきゃいけないと、優勝にとらわれすぎ

ていたんですね。そこでいろんなものが葛藤して。技術的なことでボールを打

つことから、右左のバランスだとか全てのことが崩れていました。極端に左だ

とか。ミズノクラシックのときなど、構えたときから見れないくらいでした見

ていられないんですよ。技術的なことが全然違う状態で、本人が空回りして、

綺麗なスイングをしていたも、「こうじゃない、こうじゃない」って思い始めた

ら、どんどんどんどん当たらなくなってきて、そんなに悪い形じゃないんです

よ。とにかくドライバーが使えなくて。ただ、それで怪我の功名じゃないです

けれども。ドライバーと同じような飛距離が出るようになりました。彼女の武

器になったんです。
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杉山：今年の好調な感じになる前は、ピア・ニールセンが「藍は藍らしくて」

って書いていたと思いますが。

宮里：「拳銃を持っている侍だ」って言ってました。だから、自分の持っている

ものを表現すればいいんだよって。どうしてほかのことをやろうとするの？っ

て。

杉山：とういうようなこともおっしゃっていましたよね。

宮里：そこから少しずつ、「どうして自分は今までやってきたことをやっていな

いんだろう」と自分で気づくようになっていきました。原点に立ち戻って、「日

本で優勝していた時の DVD ををお母さん、送って欲しいって」優勝シーンは全

部ＤＶＤにまとめていましたので、そのときのプレーを見て、こういう形でや

っていたんだと、彼女が原点に立ち戻って試合のビデオを見て、なんでこんな

に楽しそうにスイングしているのって。いまどうしてこんなつらい状況にいな

きゃいけないのかなって。それを試合のシーンを見て、昔の自分を思い出して？

杉山：そのときのスランプから抜け出すまでの時間というのはどのくらいだっ

たのですか？

宮里：割と早かったですね。2008 年、2009 年は結果が出ましたから、08 年の

半年くらいですね。

杉山：愛と同じですね。愛も半年くらいかかったんですよね。

宮里：半年くらいは本当に打ちのめされたような状態でした。それで 2008 年が

終わって、09 年度のスタートからはピアさんのところに通っていたので、すで

に考え方が変わっていましたね。試合の前に、「優勝を狙うには、どこを攻めま

すか」などいろいろと聞かれても、「いえ、自分は今そこまでは考えてはいませ

ん」と。いま自分に課せられているのは、目の前の一打をどう打つか。まずそ

れを集中して考えるようになっていました。昔のパターン、昔のリズムを取り

戻したいと。それから目の前の一打集中というのが彼女の口癖になりました。

そうすると、今までのスイングが戻ってきたんですよ。だから本当に、あの苦

しいときはなんだったんだろうと、彼女も振り返ったときに、「こんなこと言っ

てたんだって」「苦しかったけど、あの苦しさがあって、あれを自分で克服よか

った。いまはすごくゴルフが楽しい。

杉山：では、今年の開幕の様子を見てどうでした？

宮里：私は勝てると思っていませんでした。でも、主人もアリゾナに行って、

いい 2 週間を送ったようで、いい形で仕上がってるとは言っていました。ゴル
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フは練習でいい形で仕上がっても、即結果に繋がるものではなく、そのときそ

の時にどういう状況になるかわからないから、とにかく自分が感じているリズ

ムを大事にして、優勝とか全く意識はしないで、それがうまくいけば、結果が

繋がってくる。とにかく楽しむようにと。今まで、その楽しさを忘れてたんで

すよね。

杉山：そこは大事ですよね。

宮里：「どうして苦しい思いをしながらやるんだ。もっと楽しんでごらん」って。

言うのは簡単なんですけれどね。でも、今はミスをしても、表情に嫌な顔は出

さないし、笑ってそれをキャディに「やっちゃったね」と受け流しながら、や

っていく。嫌な顔をした瞬間に、それが次のホールに大きく響くので、それを

笑って受け流す。それができるようになってきましたね。

杉山：同じですね、それはテニスも。

宮里：今年の開幕はそれがテレビで見ていてもわかりました。ダブってしまっ

ても、笑っているんですよね。少しずつ感覚を自分で覚えてきたなって。また、

予選に落ちてもあまり気にしなくなりました。決して調子が悪いわけではない

ですし、本人もいい形でプレーしているので、「今週は自分の日じゃなかった」

と思って、いい形で気持ちを切り替えられるようになりました。振り返ってみ

れば苦しいときがあったから、今があるんですよね。

杉山：試合は見に行かれたりはしないんですか？

宮里：アメリカの試合は毎回は見に行かれないので、visa、全英女子オープンと、

ナビスコ、この 3 つは行っています。その期間に一軒家を借りて、1 週間炊飯器

とお米を持って言って、おにぎりを作ったりしています。せめてその時期しか

サポートできないので。今までは勤めもあったので、会社の休みをとっていき

ました。今は退職して、メジャーだけはいくようにしています。

杉山：いまはすごくいい時期ですよね。

宮里：だから日本の試合に帰ってくるときは行って…。上の子たちも欲しいか

らお母さん送ってーって。箱に一杯作って送っても、「俺、一個しか当たらなか

った。みんなに食べられてしまった」って（笑）。それで彼らの気持ちが少しで

も和らいできたらいいなぁと思うんですよね。

杉山：本当に素晴らしいですよね。

宮里：何年もなんにもしてあげられなくて。この時期だけでも。

杉山：じゃあ、これからはもう、最高の時期ですね。
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宮里：腰が曲がらないように、歩けるうちはね（笑）。毎回応援には行けないし、

狙うというよりも、最初から優勝を狙うのではなくて、いい形で臨めれば、結

果よりも楽しくゴルフができればいいんですよ。

杉山：そこに戻るというか。ほんとにねー。

宮里：最近では「今週は予選落ちたけど、悪い状態じゃないからまた来週楽し

んで来るからねー」ってメールが来ます。少し充実していますね。半年くらい

は自分の居場所が見つからない時期でしたから。半年ほどしてハワイの試合で

いきなりインタビューで呼ばれたんですね。解説席に。えっ、行っていいの？

って。どうしよう。何しゃべればいい？って。十分に会話もできないころに。

向こうもゆっくり話してくれて、うまく返すことができたーって。ドキドキし

たけどーいい経験になったって。

杉山：自分の気持ちをどんなにつたなくても、自分の言葉で伝えられるという

のはファンも増やしますしね。

宮里：英語に関しては辞書をずっと持っていました。「自分から声をかけて溶け

込む姿勢がないと、ずっと黙っていてはアメリカの人はお客様としか扱わない。

自分を仲間として認めてくれない。あなたを覚えられないよ。何この人誰？」

って。もともと高校生の時にアメリカンスクールに行って、そこで自分から話

したことがあったので、それがいま、いい形で違和感なく入れたというのがあ

ると思います。

「試合が終わったらご飯食べに行かない」とか、「どこに何があるの？」って

辞書を見ながら声をかけていました。そうすると、会話を一生懸命やっている

姿勢を見て、結構いろいろサポートしてくれるんです。そうして、早い時期に

受け入れてもらって、自分の場所を見つけることが出来ました。グリーンで練

習していても、どこからも「アイ」って声をかけてもらえています。各プレー

ヤーから藍が「アイ」と声をかけてもらっているのを初めて見たときに鳥肌が

立ちましたね。本人がそれだけ話せない分、辞書を持って努力をした者が結果

として報われたんじゃないかと思います。逆にそれをやらなければ何年いても

英語というのは覚えられない。

杉山：そうなんですよね。やっぱりみんなすごいなー。共通してみんなそうな

んですよね。

宮里：だから、努力しなきゃいけないんですよね。早かったですね。1 年もした

らみんなと生活には困らない英語を話せるようになっていましたね。

杉山：それがツアーに馴染むコツですもんね。
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宮里：そうですね。同じトーナメントでも、主催者やサポートしている人たち

は、メジャーは持ち回りなんですが、そうすると、そこをずっとサポートして

いる人が名前を覚えていてくれて、行くと「藍久しぶりー」って、ハグをして

「元気だった？」って。それがやっぱりつながっていくんですよね。

杉山：それが自然の生活なんですよね。

宮里：一番感じたのが、全英の去年の試合に行ったときに、若いジュニアの女

の子達 3 人くらいの女の子が、「藍、ウィナー」ってうそこれ持ってる？そした

ら、マネージャーが、藍ちゃんのお父さんとお母さんだと紹介してくれたんで

す。すると、とても喜んで「彼女のプレーがとても好きです。3 年くらい前から、

イギリスに来たら自分たち…。本当に全く知らない状態だったんですが。自分

たちも高校でプレーしているが、高校の先生が参考になるから見てきなさい、

と見たのがきっかけで、藍のファンになった」って言うんですよね。もう何年

も試合に来てくれていたみたいで、嬉しくて。プレーヤーというのは周りの人

に夢を与える職業だと。嫌な顔をしていたら、見ている方も暗くなってしまう。

辛いときでも、苦しくてもいつも笑っていなくちゃいけないと思います。

杉山：愛も「あなたのスマイルがパーフェクトだわ」って海外なんかで言われ

ると嬉しいですよね。

宮里：藍が苦しいときでも笑っているのを見ると涙が出ちゃうんですよね。お

嬢さんと重なる部分があるからなんでしょうね。名前もですけれど（笑）

杉山：そういうのを思うと、素晴らしいと思うんですよ。見ている人たちに夢

や元気を与えるじゃないですか。

宮里：苦しい状態で杉山愛さんというプレーヤーを見て、お母さんとずっと一

緒で、コーチであり、お母さんであり、移動して、どんなことをお考えなのか

なとしつこく考えたこともあるんですよ。偉大なプレーヤーだし。今日お会い

できると聞いたときに、私なんかでいいのかなと思ったんですよ。お忙しいな

か本当に嬉しかったです。

杉山：お母さまがずっとお話下さったことにブレはなくて、私も全く同じ考え

方をもっていたので絶対に素晴らしいプレーヤーは素晴らしい人間性を持って

いるし、それを支えているご両親であったり、表には出てこないけれど、お母

さん達のそういう底力がそのプレーヤーを支えているんだと思います。

宮里：いまはなにもしていませんし、野放し状態ですから。

杉山：いやいやいや。本当にそれを、ある意味私たちも引退してやりきった部

分があるので、実はそういうゴルフでもテニスでもツールは何でもいいと思う
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んですよ。そういうものが家族を通して、彼女たちに素晴らしいものを与えて

くれる。だから簡単にいってしまえば、人に思いやりのない言葉を吐いたりす

るプレーヤーは上に行ってはいけないと思っているんです。それを形にしたい

んですよね。トップの選手はそういう人間性を持っているんだと、なにか見つ

けたいのです。それはやっぱりそれだけスポーツがすばらしいものだと、世の

中に伝えていくのが、愛や私の役目だと思っているし、それを証明したいんで

す。

宮里：藍にメールを送るとすぐにいろんなメールを返してくれます。彼女はい

ろいろあったことを全部話してくれます。丸山さんの奥さんとか食事に誘われ

たとか、ショーン君も一緒にいて和やかな雰囲気だったというようなメールだ

ったり。その時点であったことを報告してくれるので、彼氏ができていようが、

なにをしようがオープンで、隠す必要がないんです。

なので、「あなたがゴルフを止めたい。結婚したい。って言ったら、それはあ

なたの人生だから藍に任せる。だから、どうして、こうしてとは言わないから。

あなたの人生だから」ということも言っていますし、そういうことを一切オー

プンに話をしているので。気にしないでいいんですよね。

そういう親子の会話ののなかで隠さずに、話せる部分がいい形でできている

と思います。ある程度は親に言えない部分は、兄弟 3 人がいつでもメールでや

りとりをしているので、「お父さん最近なんか変じゃない？」とか、私には言い

ませんが、兄弟間でやりとりしあっていたり。

でもいつも、彼女が帰ってきたら、すぐに電話をして「藍が返ってきたよ、

ご飯を一緒に食べよう。」東京とかに来たときには、「あい」さんのコンサート

をよく聴くんですよ。彼女も歌が好きで。で 3 人でコンサートに行ったりとか。

兄弟でなかなかうまくいかない人もいますが、これだけは自慢で言えるのが、

兄弟 3 人が本当に仲が良く、いい形でここまで来てくれた思いますね。

杉山：本当にそれは自慢ですよ。

宮里：誰かがスランプに陥いると必ずメールが来るんですよ。「何やってんのへ

たくそ」って。藍なんか特にお兄ちゃんに言うんですよ。そしたらお兄ちゃん

も藍に「予選に落ちたか。やっと俺と並んだな」とかね。そういうことで、紛

らわしたり。それはそれで兄弟でいい形で繋がってるなと思います。

杉山：本当にそれは幸せですよね。今度は藍さんの試合を見に行かれるのはい

つですか？

宮里：全米です。7 月 4 日こっちを出発します。それが終わって、一週終おいて、

エビアンマスターズがあるんです。エビアンは去年のディフェンディングチャ

ンピオンなので。フランスは行ったことがないので、「お母さん来たらって」言

ってくれています。そしたらそのまま全英です。あとはカナダ女子オープンと

か。だいたい今年は 7 月までびっしりです。まぁ、とにかくケガのないように。
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いつも口を酸っぱくして言うのが「今日はうがいした？」ということです。う

るさいと思われるかも知れないけど、喉からしか菌は入っていかないので。風

邪にかかってしまったら最後、薬は飲めないし、ドーピングがあるから、まめ

にうがいだけは忘れないでね。ってメールに最後にいれておきます。小うるさ

いと言わないでって。

杉山：今年は楽しみがいっぱいですね。

宮里：ケガのないように、その週のプレーを楽しんで、彼女がいい気持ちでプ

レーが追われればそれでいいかなと思います。あえて結果は求めないですね。

テレビで見ていて「あー、楽しそうにプレイしている」って。それを見たとき

にはホッとするんですよね。苦しい表情を見るのは嫌ですからね。ときおり苦

しいけど、やっちゃったっていう感じくらいで。ピリピリしていると人間、表

情にも表れるし。精神的にも苦しい。心も重くなる。すべてに影響してしまう

ので。

杉山：最高ですよね。好きなことを職業にできて、人に勇気や元気を与えられ

るって。

宮里：保育園くらいの子どもたちが応援に来たときには「藍ちゃんがんばって。

明日も応援するから」って声をかけてくれると、「明日ねー」って声をかけるん

です。本当に子どもが好きで。サインに並んでいるときも、子どもはかきわけ

てくるので、「すみません、小さい子から先にお願いします」。ずっとこんな状

態でも待ってくれているんだね。

杉山：なんか似てますね。うちの愛ちゃんと。似ているところがたくさんあり

ますね。

宮里：それ以上はやっぱり、自分もプレーに対して楽しくなきゃいけないし、

見ている人たちにも、ブラウン管を通じて、「自分も苦しかったけれど藍ちゃん

にパワーもらったよって」藍を見ていたら、いろんなファンの人たちの気持ち

が伝わってくるんですよ。厳しいところはコメントしてほしいですね。「彼女の

表情がよくない」とか、思っていることをストレートに出してくれるお客さん

がいて、親が言うよりもファンの人が言ってくる方が藍も感じる部分があるか

も知れないと思うんです。

杉山：私は今日凄い勇気をもらいました。やっぱり人間力ですね。いつもそば

にいるご両親であったり、家族であったり。

宮里：うちはおばあちゃんがずっと元気でいてくれました。お年寄りの同居と

いうのは大変かも知れないけれど、思いやりの気持ちを、どういう人に対して

もつながるものもあるし、お年寄りだから特別にということではなくて、人間
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誰しもが人に対して思いやりの心をもつことは大事なことだと思います。

杉山：私たちも実はそこを一番大事にしています。2004 年に愛と私は洗礼を受

けてクリスチャンになりました。外国人の神父様にひょんなことからお話を伺

って、私たちも毎日をきちっと反省したり、省みる時間も少ないねって話をし

ている中でお会いしたんです。「忙しいという字は心を亡くすと書くじゃないで

すか。それはすごく悲しい」という話になったんですね。心を亡くすと言うこ

とは、人のことを思いやれなくて、自分勝手ということです。それって悲しい

ですよね。

バタバタしてるんですよとか、ちょっと今日は時間がなくてということはあ

るかもしれないけれど、忙しい。「忙しそうねと」言われると私は思いやりを亡

くしているかしらと反省します。それを言われて、1 日神と向き合うでもいいし、

それは神じゃなくて誰でもいいし、1 日、5 分でも 10 分でも自分と向き合う時

間を作るのは必要なんだと。そういうきっかけがあって、クリスチャンになり

ました。人を思いやれるというのは自分に余裕がないとできないだろうし、そ

こを大事にしてきましたね。

宮里：私たちは、粗雑に育った状態なので、どうやってこの子達をうまく、人

に対して思いやりの心をいつも持っていて、おばあちゃんの 20 代の頃からずっ

と講義のクリスチャンだったんです。伝道して。だから、主人や姉なんかも小

さいころは日曜教会に連れて行ってもらって聖書を読んだり、今でも結婚式と

かは教会であげたりしています。だからその時期その時期に、イースターやク

リスマスなどおばあちゃんがお祈りをしてもらっていました。年の暮れにもみ

んなテーブルついて、1 年間のお祈りをおばあちゃんにしてもらっていました。

おばあちゃんに話をしてもらって、みんなで勇作はどうだった、藍はどうだっ

た？って。話しかけてくれて。来年もいいことがありますようにって。締めく

くりを年末にいつもやって、また来年頑張ろうねって。そういうことがずっと

続いてきてたので、92 でなくなるまでずっと聖書を読んで。活動しながら、人

と会話をするのが好きな人でしたから、子どもたちにも、そんなことをしたら

神様も許してくれないよ。大変なことになるよ。お祈りしなくちゃって。

杉山：私たちも思いやりと、ここまできたのはみんなの力を借りて、感謝と言

う言葉を忘れてはいけないねって。

宮里；感謝を忘れたらもうだめだよーって。いつもありがとうって。その言葉

を人の心に響くように。そのひと言がその人を救うこともあるし、いろんなと

ころで繋がるから。

杉山：本当にそうですよね。まったくおっしゃるとおりで。私たちも、私の父

が 90 歳で亡くなったときもずっと昏睡状態が続いたんです。父も英語を話した

人で、昔風に言うとハイカラな人だったんですけれども、愛もツアーから返っ
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てきて、昏睡状態からハッと目が覚めて、「THANK YOU」って言って亡くなっ

たんですよ。そのあとパタっと。それで、お墓も墓石を新しいものを作りまし

た。

宮里：なんかうちと同じような感じですよね。隣に墓地があるんですけれども、

おばあちゃんはクリスチャンだったので、本人の長年の夢もあるから大きな石

に「神は愛なり」と彫って、綺麗な石碑をお墓のそばに大きく建てました。お

じいちゃんも一緒にお墓の中に入っているけれど、おばあちゃんの生きた証を

残しておこうって。

杉山：やっぱり続いているものというのがあるわけですよね。

宮里：みんなお年寄りは年を取ったら大変だと言いますが、自分が年を取った

らどうなんだって。とにかく感謝の気持ちと、誰にでもいたわりの気持ちを忘

れないようにしたいと思います。

杉山：私は本当にそれだけで今日は勇気をもらいました。本当に感謝と思いや

りというのを軸に、テニスでもゴルフでも何でも世界 1 になろうがなんでも、

そのツールがあるだけで、ベースはそこにあると思うんですよね。なので、そ

のへんでまとめたいと私は思っています。

宮里：私も話があっちにいったり、こっちにいったりで。

杉山：なので、また、たぶん、これを機会にメールのやりとりも含めてよろし

くお願いいたします。

宮里：是非また東村の方にも。田舎ですけど。彼女たちが、田舎道を学校に通

って、本当に都会に行ったら、ゲームとかいろんな遊びがいっぱいあるじゃな

いですか。田舎は田舎道を友だちと一緒に返ってきて、ちょっと寄り道して海

に行って貝を拾ってきたら、ばあちゃんに喜んでもらえるとか。魚を捕ってき

たとか、カニがいたとか、そんな状態の田舎です。

だから非行するとかそういうことがなかったです。他の子供たちも。遊ぶ場

所も何もないので。みんながあのゲームが、あのテレビがという話をしていた

ときに、ふとなにないけどと…ちょっと寂しくなるときもあるけれど、いまは

ほとんど普及をしているので、いまは昔のような田舎道というのはないけれど、

でも、自然はまだあるし、田舎のよさというのはあるので、そこでうまく育っ

てくれれば。

杉山：いいですね。目に浮かぶようです。本当にステキなお話をたくさん伺っ

て勇気をもらいました。今日はなにか伺うと言うよりも、これをきっかけに是

非。ママが行くからよろしくねって、藍さんにメールしとくわって。言ってた
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んですけど。

宮里：ほんとに嬉しいです。こういう機会にお近づきになれて。

杉山：本当に私もいままでバタバタしていて、いろんな方とお話したいなーと

思っていて。

宮里：緊張した状態でプレーしているのを見ると、言葉に出来ない、表現でき

ない大変だろうなってことしか言えない、でもよく頑張ってるって。こないだ

の有明の試合は印象に残りました。知り合いのブリヂストンの山本さんという

方がいて、彼がいろんな方に連絡を入れて、愛ちゃんの試合に行きたいんだけ

どーってすぐに手配をしてくれて。タイミングよく試合を見ることができて、

もう感激でした。主人も上から見ていて、藍とマネージャーは正面の方に招待

していただいて、本当に表現できないくらい嬉しくて。テレビで見るのとはま

た違った、彼女のあの笑顔を見るのは。

杉山：まだまだ藍ちゃんもこれからまた違うこともあるでしょうからね。

宮里：種目は違ってもやっぱり基になるのはひとつですからね。

杉山：きょうはそれを伺えただけでも価値がありますし、お近づきに慣れただ

けでも光栄です。
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錦織清志（父）、錦織恵理（母）インタビュー記録

杉山：今日は改めて圭の小さい時のことなどをお聞かせいただきたいと思って

います。

私が初めて圭に会った時は 11 歳でしたが、もうその時すでに『今までの小学生

とは全く違う子』と言う印象でした。まだ身体も小さくてにこにこしているけ

どちょっとシャイな感じで、テニスコートに入ってプレーをする選手である圭

とは全く別人でした。そこが愛ととても似ているというのがとても印象深かっ

たです。

錦織清志（以下清志）：はい、その時にお話させてもらった中で、我々がずっと

心掛けできたことは杉山さんが『大きい器の中で育ててあげてくださいね。小

さい器を用意して、いっぱいになったら大きい器を用意するのではなく、最初

から大きい器を用意してあげてくださいね』と言うことです。

杉山：そうですか、ありがたいことですね、覚えていてくださってずっとその

ことだけをやってきてくださったなんて。

清志：ですから、圭が肘を壊してどうしたらいいか困った時、家族みんなが杉

山ママに先ずは相談しよう、ということになったんです。

杉山：そうでしたか。その時は無我夢中で『なんで私に？』と思いながらも私

にできることならなんでもしてあげたいと思って、凄い重責なのに、引き受け

てしまいました。結果、成功して良かったです。

さて、今日の本題です。圭がテニスを始めたのは何歳ですか。

清志：ラケットを振っていたのは 3 歳ですが、テニスらしくやり出したのは 5

歳です。

杉山：最初から上手かったのですか？ラケットには当たった？

清志：その前に、おもちゃのバットでボールを打っていたのですが、それも当

たっていたので、それより当たる面積が大きいラケットは簡単に当たっていま

した。でも、先に始めていたお姉さんの方が上手いにきまっているけど、だん

だん圭が上手くなって、このままいったら、冗談ですが、世界一になるななん

て思っていました。

杉山：へえ～、世界一に？

清志：いや、冗談です。でも、大好きでなかなか止めようとしませんでした。

いつまでもテニスで遊んでいました。で、僕が大学からやっていたのですが、

そこからプロになるのは無理だけど、今からこんなに上手いんだったら、世界

一になれるのかもな～、と、一人で妄想していました。勿論、圭にそれを言っ

たことは一度もありませんが。この頃、

圭に才能があるとは思わなかった 。でも、思いは成就するとも思っていました。

杉山：そして、いよいよ本気に圭が世界へ、そして世界一になると思いだしの

はいつごろですか。

清志：ん～、よく覚えていないですね。でも、その頃、バレーボールみたいな

ことや、遊びが入っていることをいろいろやっていて、それが、圭にとっても、

お姉ちゃんにとっても、僕にとっても一番たのしかった。そういう遊びの中で
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育っていったし、今はそれがいきていると思います。ですから、高校中学から

始めたら遅い と思います。

そして、圭はいつも面白そうにやっていたし、真面目にやっていたことはんか

ったけど、やってほしいとも思っていなかったです。面白ければそれでいいと

思います。テニスは「家族のきずな」みたいなものでした。当時を思うと、そ

の頃が本当に子どもにとっても親にとっても凄くたのしかった。

杉山：でも、今でも違った意味で楽しいですよね？

清志：それはね。

杉山：そんな圭がテニスに夢中になっていったのだと思いますが、試合はいつ

からでたのですか？

清志：7 歳ですが、そこそこ勝って、身体も小さかったので負けるんですが、そ

れが悔しくて、親もですが、圭も泣いていました。このまま生半可にやってい

ては勝てないし、苦しいだけなので、負けず嫌いな性格がだんだんテニスに集

中していったのでしょう。

杉山：では、だんだん頭角を現してきて、プロを意識したのはいつごろですか？

清志：小学校 2 年生ですね。試合に出ていくと中国大会では負けなしでしたの

で、いよいよ才能があるのかな、と思いだした。その頃、全小で優勝すること

を 6 年生に設定したんです。

杉山：そうですか。凄いですね。その当時は他のスポーツはやっていましたか。

清志：サッカーはやってました。

杉山：いつまでやっていたのですか。

清志：4 年生までやってました。

杉山：そして、その後、サッカーを辞めてプロになると思われたわけですね。

清志：いや、プロになるというより、世界で戦うんだ、と思っていました。

杉山：世界＝プロ ではなかったのですね。

清志：漠然とそう思っていただけです。杉山さんに大きい器って言われていま

したから・・

杉山：確かに、そこでもその言語がそうさせたんですか。

清志：そうですね、それが良かったですよ。

杉山：光栄です。それから、勝ち続けたのですか？

清志：いや、負ける時も結構ありましたが、大きくなる時期が違うので、大丈

夫かな、と思っていました。当時のコーチのことも信頼していたので、そして

そのコーチが才能を認めてくれていたので勇気づけられました。それに、「絶対

にテニス」と思っていなかったので、サッカーもずっとやっていて、サッカー

にも友達がいたのですが、親が強制したのではなく、自分でテニスを選んでい

きました。

杉山：いずれにしても、身体を動かうことが好きだったのですね。

清志：それは大好きで、テニスでもサッカーでもいつも外で、友達と遊び気分

でやっていました、親もこうやって楽しそうにしている子どもをみることがと

ても楽しかったですね。ですから、練習に行こうと親が言ったことはありませ

ん。サッカーをやっていても、目の前に大会があると集中して練習していまし

た。兎も角、負けず嫌いで、勝敗に拘る性格で、勝つまでやりました。
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杉山：愛もそうでした、それはテニスに限ったことでは無かったですが、圭は

どうでしたか。

清志：圭も全く同じで、トランプでもどんなゲームでもそうでした。

杉山：全く同じですね。愛は真っ赤な顔してプルプルして我慢していましたが、

圭はどんな封でしたか。

清志：圭は我慢ならずにちゃぶ台をひっくり返していました。（笑）勝つまでや

りましたし、勝って始めて圭は嬉しいんですね。それは、テニスの試合でもい

つもそうです、今もそれは変わりませんね。

杉山：だから選手をやっていられるんですね。ところで、先ほど、テニスでな

くてもいいとおっしゃっていましたが、テニスは錦織家にとってどんな位置づ

けになりますか。

清志：「家族の絆」ですね。みんなで遊び気分でやるテニスは最高でした。

杉山：うちもそうでした。では今ではテニスをやっていて良かったと思ってい

ますか。

清志：それはそう思います。今はママの役割と僕の役割が違うわけですが、ど

ちらも子どもといいコミュニケーションがとれるのもテニスのおかげだと思っ

ています。楽しみも苦しみもテニスが運んでくれます。

杉山：ほんとですね。私も愛のディレクターとして、コーチとして一緒に仕事

しましたが、パパも圭のチームの一員として仕事していますが、どんな感じで

すか？

清志：だいたいのことはエイジェントに任せていますが、「この人が圭にとって

適切な人か、つまり、コーチはこの人がいいとか、トレーナーはこの人がいい

というのは、多分、自分たちが一番わかっているので、意見を言わせてもらう

スタンスをとっています。だから、杉山ママにお願いできたと思いますし、そ

れは本当に良かったです。

杉山：ありがとうございます。当時、私が愛のコーチを辞めてすぐにパパ達か

ら連絡をもらって、圭と仕事することになった日に、私は圭から『コーチ、長

いことご苦労様でした』と花のアレンジをもらってとても感激したのですが、

そういう圭の優しさはどこからくると思われますか。

恵理：圭は自分のことを理解してくれる人や、自分に大事な人のことはとても

大切に思う子で、杉山ママには絶大な信頼をよせていました。私たちも杉山マ

マに復帰を手伝ってほしいと持っていましたが、圭もそう思ったみたいで同じ

で良かったです。もし、圭が嫌だと思ったり、また私たちもそう思わなかった

ら、無かった話ですから。

杉山：光栄すぎますね。そして、圭と仕事を始めてトレーニングのこともかな

り煩く言いましたし、厳しいところと甘くするところをバランスよくしたつも

りですが、接すれば接するほど、『なんていい子』と思う場面が沢山あるのです

が、その素晴らしさはやはり、パパとママからくるものなのでしょうね。

恵理：やはり、ちょっと変わっていますが、自分と馬が合うことは感がいいで

す。だから杉山ママとは本当に、私たちの話さないことまで話していましたか

ら、馬が合うのだと思いました。そして、とても信頼していました。圭の小学

校時代のコーチに対しても信頼していましたが、今回怪我をして復帰して、チ



58

ャレンジャーでも優勝は厳しい時代に、杉山ママが『絶対に圭は近いうちに優

勝してきますから、その時までじっくり待ちましょう』と言ったのを覚えてい

ますか。親の私でさえ、いつ優勝できるのかしら、と思っていましたから、圭

を心から信頼してくれる杉山ママのことは自分の感でよんだのだと思いますよ。

杉山：そうですか、ありがたいです。でも、その心はいつでも信頼できる人が

パパとママを含めて、お姉ちゃんも、コーチ、友達もいつも周りにいて、安心

を圭に与えたからそういう心が育ったのでしょうね。

恵理：そうかもしれませんね。

杉山：そうやって、知らずしらず圭をひっぱっていったことが、今の圭を作っ

ているのですね。兎も角、本当にやさしい子で、そして、コートの上の圭とコ

ートを離れた圭のギャップがたまりません。

恵理：でも、それは愛ちゃんも同じですね。

杉山：そうかもしれないです。素敵な選手はそのめりはりと言うか、それは大

事なことなのですね。

今日は楽しいお話しを沢山ありがとうございました。これから圭にも沢山のこ

とがありますが、ずっとおっかけしたいと思います。
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石川由紀子（母）インタビュー記録

杉山：今日はタイガー・ウッズとのイベントと言うことで見ながらお話させて

いただきます。普段は試合をよく見にいかれますか？

由紀子：遼の下に妹と弟がいますので、近場か夏休みなど長い休みの時にしか

見に来れないですね。

杉山：では、今日はイベントだし楽しく観れそうですね。申し訳ないですが、

遼君の小さい時のことを聞かせてください。遼君は何歳からゴルフを始めまし

たか？

由紀子：クラブは本当に小さい時から握っていました。お父さんがゴルフが好

きで、大人のクラブを切って子供用を作り、庭で遊んでいました。

杉山：それは平日もそうでしたか？

由紀子：いいえ、お父さんは仕事が忙しかったので、週末だけです。

杉山：じゃ、平日はママと遊んでいたのですね。

由紀子：そうです。よく外へ遊びにでましたが、私も若かったのでその分しっ

かりしないと！と思っていましたので、遼には少し厳しかったかもしれません。

公園でも人に迷惑をかけないようにとか、友達と仲良くとか・・・

杉山：でも、そういう事はゴルフ云々の前に大切なことだし、それが、今の遼

くんを作っているのではないですか？

由紀子：そうだと思いたいです、お父さんはそういうことにとても厳しかった

ですし、今も厳しいです。

杉山：大事ですよね。私も愛が小さい時には、人を思いやることであるとか、

人に迷惑をかけないとかを沢山話してきました。

由紀子：愛さんもそうですか。

杉山：はい。どんな遊びをやっていましたか。

由紀子：公園の遊具を使ってとか、友達同士で楽しそうに遊んでいました。

杉山：時間的にも長い時間を外で過ごしたんですか。

由紀子：ええ、晴れの日、昼食以外は夕方近まで外で遊んでいました。

杉山：なるほど、では、お父さんとは週末にゴルフをしていたのですね。

由紀子：そうです。自分がただただゴルフが好きで、下の子どももまだ生まれ

ていませんでしたから、週末は遼にかかりっきりで、二人でゴルフしたり、い

ろいろ遊んでいました。

杉山：ゴルフを始めたのはとても早かったと思うのですが、その頃は他のお稽

古や習い事などをやっていましたか。

由紀子：ええ、やってました。スイミングやサッカーもやっていました。小さ

い時から体を動かすのは大好きで、今でも、自分のフットサルチームを持って

いたり、少し時間があるとテニスをやっています。

杉山：へぇ、そうなんですか。ご主人様がゴルフ好きで始められたということ

ですが、最初めはプロにするとかのお考えはなかったのですか。

由紀子：いえ、とても・・・主人がゴルフがただただ好きでしたから始めまし

たし、でも、その一緒にやるゴルフの時間は親子のいい時間になりました。ゴ
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ルフをやっていても、途中で辞めてはいけないとか、きちんと話す、話し合う

習慣がついたと思います。

杉山：それから、遼君がゴルフにのめり込み、ゴルフに特化していくまでには

どれくらいの時間がかかりましたか。

由紀子：そうですね、11 歳ころに小さい試合に出て、優勝してから、遼も主人

もゴルフに集中していきました。その頃は下に妹も弟もできましたので私はそ

ちらの方が忙しくなり、遼は主人と二人でゴルフの練習に励んでいました。練

習もほとんど毎日やってました。

杉山：毎日？病気したりはしなかったのですか

由紀子：そうですね、でも、毎日の練習時間は主人が帰ってきてからなので 2

時間くらいですからそんなに負担は無かったようです。

杉山：では、試合なども早くに出したりしていたのですか。

由紀子：ん～、10 歳の時ですね。その時はどんな成績かよく覚えていませんが、

本人は優勝できなくてとても悔しがっていました。そして、翌年には優勝でき

てとても喜んでいました。

杉山：では、その頃にもうゴルフに専念するという感じでしたか。

由紀子：はい、親子でそう思い始めたと思います。

それからは、主人も忙しい仕事を少しづつ減らす感じでだんだんゴルフをやる

時間が増えていきました。ほとんど毎日やっていましたし、毎日 2～3 時間はや

っていました。それから 1 年ほどして、他のスポーツを止めました。遼が止め

たいと言ったというか、ゴルフの時間が増えて、できなくなりましたね。

杉山：なるほど、最初にスイミングやサッカーをやり始めたのはお両親の意思

ですか。

由紀子：そうです。遼があまり、身体が丈夫でなかったので、何か身体を動か

すことをさせたかったのです。でも、幸い遼も身体を動かすことが大好きで続

けていくことができましたね。

杉山：ゴルフを専門にやるようになって、遼君に才能があると感じることはあ

りましたか？

由紀子：いえ、周りには沢山遼より上手なお子さんも沢山いました。でも、主

人はどのように思っていたかはわかりません。

杉山：ゴルフに専念してから、ご主人様は口煩く言ったりはしましたか。

由紀子：多少は煩い感じでしたが、遼が嫌がっている様子はなかったです。私

は主人と遼が楽しそうにやっているのを観て、とてもいいな、と思いました。

杉山：遼君は負けず嫌いでしたか。

由紀子：いえ、どちらでもないと思います。小さい時は特に、友達や私たちと

も争うことはしなかったですね。どちらかというと、一歩引いている感じがし

ました。

杉山：へぇ～、そうなんですか。では、集中力なんかはどうでしたか。

由紀子：それも普通でした。車のプラモデルなんかを作っていて、最後まで作

ることができなかったんです。

杉山：リーダーシップはどうでしたか？

由紀子：それはあったと思います。小学校 5 年生頃には、クラスの中心にいた
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ように思います。運動会や音楽会などではみんなを引っ張っていたように思い

ます。

杉山：そうですか、今のきちんと堂々としたお話の仕方はそういうところにあ

るんでしょうか。

由紀子：それもあるかもしれませんが、主人がいつもきちんと話し合うことを

してきました。遼が何かをしたいと言ってきた時に、『何故、それがしたいのか』

とか、『何故、それがほしいのか』など・・

杉山：遼君はそれが出来る子だったんですね。うちの愛も対話のできる子でし

た。いろいろなことをよく話しあってきました。遼君もご主人とよく話されて

きたのですね。

由紀子：はい、主人は根本的なところをよく話していたと思います。

杉山：それはとても大事なことですよね。昔、お芋を植えたばかりの畑に友達

が入って、そのお母さんが『こらっ、そこに入ったらおじさんに怒られるよ！』

と、私はその時、『そうじゃないのよ、春になって芽が出てこなくなるから、畑

に入ってはいけないんだよ』よ、説明したことがあります。

由紀子：そうそう、そうなんです。うちの主人もいつもそうでした。きちんと

物事の根本を話せば解る、と言っていました。

杉山：コミュニケーションが大事ですね。ところで、遼君がプロとしてやって

いく、と決断されたとき、あ、遼君が自分で決断したと聞いてますが、それで

いいですか。

由紀子：はい、遼が自分で決めました。その時、主人もいろいろ調べたりして

いましたが、結論としては、もし、選手としてトップにいかなくても、ゴルフ

関係の仕事で食べていけるだろうと判断し、賛成しました。

杉山：親としてはいろいろなリスクを考えたり、でも、こうならできるとか・・・

でも、結局、子どもが決めたことに、今までと同じように、先を調べ、いざと

言うときには、なんとかなる方法を持っているものですよね。とても似ていま

す。もしかしたら、遼君も愛に似ているのかもしれませんが、私たちの考え方

も石川家に似ているような気がします。

素晴らしいインタビューの受け答えにいつも感心しているのですが、それは自

分で考える力があり、きっと、心から信頼できるご両親が側にいてくれる安心

感から、そしてコミュニケーション力があるので、記者の人たちからのとんで

もない質問にもあのようにきちんと答えられるのですね。

由紀子：愛さんもそうですよね、いつも感心してテレビを見させてもらってま

す。

杉山：いや、ありがとうございます。小さい時から、きちんとキャッチボール

ができていることは大事だと言うことがよく解りました。本当に今日は楽しか

ったです。ありがとうございました。


